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令和３年５月22日に開催されました定時総会に

おいて会長に就任いたしました、洛西支部の山本

拓生です。よろしくお願いいたします。今年度も

会報（第99号）を発刊することができました。ご

尽力いただいた広報部の皆さん、原稿を寄せてい

ただいた会員の皆さんに深く感謝いたします。

さて、インターネットが発展を遂げた現代は、

さまざまな記事や情報、動画に気軽に触れること

ができる大変便利な時代となりましたが、自らが

欲していない情報や不確かで悪意のある情報など

も否応なしに入ってくる時代です。Twitterや

Facebook、YouTubeなどのＳＮＳの発達もあり、

簡単に必要な情報にアクセスできるので、一見す

ると情報に不自由することはない状態なのです

が、内容や読み物としての物足りなさを常々感じ

ているのは私だけでしょうか。

近年、新型コロナウイルスの感染拡大により、

会員の皆さんとの懇親の場が減ってしまい、会員

の皆さんがどのようなことを考えているのか、悩

んでいるのか、どのような状況なのかなどを感じ

ることが困難になっています。そんな中、会報は

私にとって貴重な読み物であり、情報源でもあり

ます。次号は記念すべき第100号が発刊される予

定です。担当いただく皆さんには大変なプレッシ

ャーだと思いますが、是非成し遂げていただきた

いですし、会員の皆さんにも奮って原稿の協力を

お願いしたいと思います。

さて、今年司法書士制度は150周年を迎えます。

このような記念すべき年に会長であることを非常

に感謝しておりますし、150年の長きにわたり国

民からの信頼を得続けてきたこれまでの先輩方の

真面目な仕事ぶりと、制度発展のために活動され

てきた歴史を思うと、改めて身が引き締まる思い

巻頭言

京都司法書士会　会長 山　本　拓　生

です。皆さんのお手元に150周年記念バッヂが届

いていると思います。記念すべき一年を盛り上げ

るためにも、是非、司法書士バッヂと共に執務時

に着用をお願いいたします。

令和３年度においては新型コロナウイルスの感

染拡大により、当初思い描いていた活動ができま

せんでした。本稿執筆現在において、令和4年度

も新型コロナウイルスの影響を受けることは避け

られないと予想しております。新型コロナウイル

スは、我々の生活に重大な変化をもたらし非対面

を日常にしました。当会の活動においても、会議

や研修などWeb会議システムを利用して行うの

が当たり前になり、リモートで仕事をしている会

員や補助者も多いと聞いております。近頃はイン

ターネットよりも対面でのコミュニケーションを

重視する方の嘆きの声も少なくなってきたように

思います。対面が苦手な方にとっては、心地よい

時代が到来したのかもしれませんね。

私自身も昨年から入院しなければならなかった

り、新型コロナウイルスに罹ったりと、事務所に

出ることができない時期がありました。しかし、

リモート環境の活用によって、オンラインで仕事

をし、会議や研修にも参加することができまし

た。様々な場面で経費削減や仕事の効率化が図れ

たように思います。時間や距離の制約からの解

放、交通費や宿泊費などの経費削減といった効能

が、インターネット社会の恩恵でしょうか。

今後は、行政や司法などの手続きの場面におい

てもますますデジタル化が進みます。デジタル庁

が設置されたことはご承知だと思いますが、司法

書士を取り巻く環境をみても、登記申請はもちろ

んのこと、電子署名や電子契約を利用した添付書

面のデジタル化や民事裁判手続きのＩＴ化など、
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これまで以上にデジタル社会への対応を迫られて

います。

しかし、デジタル化は絶対的なものではなく、

あくまで制度の利便性の向上や、国民の生活を豊

かにするための手段にすぎません。デジタル化に

よって形態は変わるかもしれませんが、相談業務

は依然としてアナログな部分、人と人とのつなが

りが重要であることは言うまでもありません。私

は、今後進展するデジタル化やＩＴ化に対応する

と同時に、会員相互の、会員と依頼者との「繋が

り」を大事にしたいと思っています。

次に、各種法改正に目を向けると、来年からは

所有者不明土地関連法の施行を順次迎えます。令

和５年4月１日からは土地利用に関連する民法の

規律の見直し関連が、同年4月2７日には相続土地

国庫帰属制度が、そして令和６年4月１日にはい

よいよ相続登記の申請義務化がスタートします。

国民生活に身近で司法書士制度にも大きく関係す

る法改正は久しぶりです。相続登記に限らず、遺

産整理、遺言、成年後見や民事信託を含む財産管

理業務は、司法書士の得意分野であり国民にとっ

て有益な職能であることをアピールする絶好の機

会と捉えています。

相続の相談を受けると、不動産にとどまらず、

預貯金や株式、投資信託などの名義変更の手続

き、相続人の事情によっては成年後見や財産管理

の必要性、次の相続に向けた遺言書の作成や生前

贈与、場合によっては資産の売却や購入など、依

頼者との関係が深まり、広がっていく可能性があ

ります。司法書士業務は、懇意にしている業者や

他士業の先生方の紹介のみならず、無料相談会、

長年会っていない友人やちょっとした知人の紹介

をきっかけに始まることも大いにあります。

会員の皆さんにはこうしたきっかけを大事に

し、報酬も含めた説明を丁寧にし、確実な手続き

の処理と適切な助言により、依頼者からの信頼を

勝ち取る努力をしていただきたいと思います。

所有者不明土地関連法については、賛否両論あ

ることは承知していますが、司法書士は、これら

関連法に最も近い法律家といえます。よって、こ

れらに積極的に関わり利用するよう努めなければ

ならないと思います。意識して相談に臨み、利用

できる場面があれば積極的に活用していただきた

いと思っています。その上で、問題点があれば積

極的に指摘し、改善策を提言していくことが司法

書士の責務であると考えます。

その他、司法書士を取り巻く課題として、まず

簡裁訴訟への司法書士の関与率の低下が挙げられ

ます。私はいわゆる二重資格制度の早期解消を願

う立場にいますが、認定を受けている会員もそう

でない会員も、今一度平成15年の法改正の意義と

その経緯、背景について理解を深めていただきた

いと思っています。この法改正により、司法書士

の守備範囲が大きく広がり、活動範囲が広がった

ことをもっと認識すべきです。「街の法律家」を

自認する我々司法書士にとって、相談者の困りご

とを解消するためにも、司法書士法第３条の「使

命」を果たすためにも、簡裁代理権はなくてはな

らないものです。我々司法書士は、この代理権を

もっと大切に活用しなければなりません。

二番目の課題としては、司法書士試験の受験者

数の減少があります。受験者数が減少していると

いうことは、つまり司法書士に魅力を感じていな

いということです。

会員の皆さんは今の仕事について、司法書士と

いう職業について、どのように思っておられます

か？　満足していますか？　辛いですか？　子供

に引き継いで欲しいと思いますか？　信頼できる

後輩に事務所を託したいと思いますか？　家族に

司法書士の仕事の話をしますか？　町内や地域の

人々に自分が司法書士であることを認識してもら

っていますか？

なんだか漠然とした話になってきました。私

は、司法書士が、国民や中小企業、各種団体にと

って有益で、最も身近で役に立つ職能だと思って

います。その知識と経験を発揮することがプロボ

ノ活動にも直結するし、社会貢献になると思って

います。皆さん、自信を持って下さい。そして自

分が司法書士であることを、恥ずかしがらずにも

っと世間にアピールして下さい。依頼者との距離

を詰めて頼りにされて下さい。時代が変わろうと

も、依頼者の近くに存在している限り、司法書士
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制度の前途は明るいものと信じています。

最後に、コロナ禍の中においても、新しい会員

が入会されています。私たちは新入会員の皆さん

を歓迎します。巻末には紹介文が掲載されます。

期待と不安で胸が一杯なのではないでしょうか。

私の新人時代もそうでした。仕事を覚えるのに気

が焦った時期もありました。しかし大事なのは、

先輩や友と語り合い、研修を通じて知識や素養を

身につけ、国民から信頼される司法書士としての

人間形成ではなかったかな、と感じています。法

律だけでなく、経済や社会情勢、家族や趣味も大

事です。ついでにいうなら遊びも。

司法書士は自由業です。ルールを守れば、自分

なりのスタイルを見つけて、そのスタイルにした

がい生きていくことが許されるのです。しかし、

これも司法書士制度があるからこそであることを

肝に銘じておいて下さい。今後も、司法書士制度

発展のため、皆さんの時間と知恵と労力を少しず

つでよいので費やしていただくことをお願いしま

す。我々執行部は、制度のため、会員に役立つ事

業を展開していきます。



Vol. 99

− 4 −

最近の不動産登記業務は、司法書士にとって

は、登記識別情報の扱いを別にすれば、ずいぶん

正確な確認ができる環境になってきたと思われ

る。事前に売買契約書の写しの送付を受けたり、

本人確認についても本人に直接会えるようにな

り、意思確認についても十分に説明できる時間が

確保できるようになった。これは司法書士の努力

によるものであろうが、もしかすると懲戒が増え

たことで、みんながリスクを回避するようにな

り、司法書士の意見を無視するような人たちの案

件を拒否するようになったためかもしれない。そ

のためか当事者や仲介業者も事前に情報を提供す

るようになり、申請当日にバタバタすることも減

ってきている。しかし、今から22年前、それもバ

ブル絶頂期はそのような状態ではなかった。

私が司法書士登録をした30数年前は、開業した

ばかりの住宅地の中にある私の事務所に、白紙委

任状を持った人が売買の依頼に来る人がいる時代

であった。「これをやってくれたら、以後案件を

出すよ。」当時、まったく暇な上に、事務所開業

資金を借金で賄った私にとって、贅沢は言ってい

られないと「本人確認をさせてもらえればいいで

すよ」と受けたことがある。売買金額と損害賠償

保険の額を秤にかけて考えて受けたが、今では売

り主が「司法書士が委任状に委任事項を書き入れ

ている」とかで苦情を申し立てれば懲戒になった

かもしれない。

どういう経緯で知り合ったか忘れてしまった

が、不動産取引も扱う建設会社の仕事をたびたび

受託するようになった。そこで九州のある都市

（以後、甲市という）の物件の登記をして欲しい

という依頼があった。九州の司法書士に依頼すべ

き案件だと言ったが、東京の司法書士がよいとい

懐かしきバブル時代

書き人知らず

特　　　集

う。日当もたくさんいただけそうだし、おもしろ

い経験ができそうだという期待感の方が優ってい

た。

かなり昔なので案件の内容はよく覚えていない

が、判決による「所有権移転仮登記の本登記」申

請がメインであった。仮登記後に担保権の登記が

付いていたので、承諾書を得られないことから訴

訟をしてもらった。その物件には建設会社の担保

権が仮登記に優先して付いているので、連件で抹

消登記も申請する。建設会社の差し押さえ登記も

あったので事前に取り下げてもらう。問題はその

判決が登記申請に使えるかであった。東京の法務

局で相談しても、判決文が分厚く、しかも主文に

素直に登記を命ずる文言がない。まずはここで清

水の舞台から飛び降りる決心をした。

登記申請の前日、羽田空港に着いた時点で、搭

乗前の荷物検査での鞄の中の千枚通しが許される

のか心配になった。先日も東京地裁に傍聴に行っ

たとき、鞄の中のナイフが見つかって取り上げら

れたことがある。もし没収されたら仕事にならな

いと思ったが検査所を通過してしまった。おそら

く今では無理であろう。飛行機は、いまはない会

社のもので旧式であり、救命具の説明もCAが身

につけて説明をしていた。しかし、CAの感じは

よく、窓から見える富士山を、指を指して案内し

てくれた。

甲市の空港で、知り合いの建設会社の担当者

（以下、Ａという）とブローカーと紹介された人

物（以下、Ｂという）と会い、甲市市内に行き、

まずは昼食をご馳走になった。その県は未亡人が

多いことが特徴だそうで、昼食を食べた店も４0歳

代の未亡人が経営しているとか。Ｂは「なかなか

の美人でしょ」と言っていた。
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ホテルに着いた時点で抹消書類の確認をしよう

としたところ、Ａから担保権設定登記済証を忘れ

たとあっさり言われてしまった。すでに九州に来

てしまっている。当時は不動産所在地の登記所管

内に不動産を持つ人２名の保証人が必要な時代

だ。そこでＢが「俺と親父がなる」ということで、

その親父の家に行った。父親といってもＢの別れ

た妻の父親だという。なんだか、かなりやばい話

なのではないかと思ったが、もう逃げられない。

その父親の家に行ったところ、しばらくして別

れた妻が帰ってきた。ちょうど保証書用紙を出し

て説明をしていたところであったが、「保証」と

聴いて、元妻は烈火のごとく怒り始めた。「あん

た、これ保証書じゃない。何をさせる気なの。」

私はじっと元妻が落ち着くのを待った。ようやく

納得をしてもらったが、Ａはニヤニヤするだけで

あった。登記済証もわざと忘れたのかもしれな

い。何か駆け引きがあるのだろうか。登記申請の

ために面識を得て義務者の保証をすることについ

ては、その後懲戒になった事例があったような気

がする。今の基準で言えば、まずはここで懲戒ポ

イントを獲得したことになる。

書類も揃ったということで、しゃぶしゃぶ屋に

連れて行かれたが、あまり飲み過ぎると翌日の申

請に差し支えるということで、スナックに誘われ

たのを断り部屋で書類を組み、点検を続ける。こ

れまた今では懲戒になるであろうが、委任状に登

記事項を書き入れていく。何度点検しても不備が

見つかる。ここでも懲戒ポイントを獲得した。

翌日、これまた美人の未亡人が経営する定食屋

で朝食を摂り、いよいよ法務局へ。事前謄本を請

求したところ、登記中につき謄本は出ないという

ことで、一同に緊張感が走った。どんな登記が入

っているのかわからない。だめもとで職員に聴い

たところ、あっさりと内容を教えてくれた（これ

は先方に懲戒ポイントか）。事前に取り下げてい

るはずの差し押さえ抹消登記であった。事前とは

数日前だったとか。しかし、この職員の対応か

ら、仮登記の本登記に伴い行われるはずの仮登記

後の登記の職権抹消が行われるのか不安になって

きた。

登記申請後、今度はこの物件を購入する予定の

会社に行って、登記申請したことを説明してくれ

という話になった。行ってみると司法書士も同席

している。今回の登記申請内容を説明し、同席し

ている司法書士には、私が完了後の登記簿謄本を

取得するまでは、謄本の取得を待って欲しいとお

願いをした。仮登記後にされている担保権登記の

職権抹消が心配であったためである。今回の取引

対象は九州でも有名な物件らしく、雰囲気も不自

然な感じがしたので、完璧に終わらせないとまず

いなという勘が働いたためである。

その後、空港まではＢに送ってもらったが、途

中でこれまた美人未亡人の経営するステーキ屋に

連れて行かれた。Ｂは分厚いステーキを「焼き方

はあぶる程度」とかっこよく指示していたので、

以後、私もステーキを食べるときは「あぶる程

度」と言うことにしている。

東京に帰ってきて数日後、補正日直前にＡから

電話がかかってきた。内容は書類受領に行く日に

ついてと、行くときはＢに知らせずに、黙って行

き、すぐに帰ってこいということであった。なん

だか嫌な予感がした。ちょうどそのころ、横浜の

弁護士家族が殺されたというニュースがあり、ま

さか日南海岸あたりで死体にならないだろうなと

思った。そこで黙って九州に行き、登記完了書類

を受領した。案の定、職権抹消がされていなかっ

たので、それを指摘し、再度謄本を取り、緊張感

を持って帰京した。

翌日、Ｂから電話がかかってくる。「登記を失

敗したんだって」「えっ、失敗はしていませんよ。

登記所の方で不備がありましたが、ちゃんと直し

てもらいました」と言ったものの、すごみのある

声で、先日会った司法書士がなんか知っていると

のこと。そこで謄本をFAXで送ると同時に、その

司法書士にも電話をしたところ、事情はすでにわ

かっていたようで、ほっとした。

しばらくしてＡから電話があり、「Ｂは○○組

の関係者だ。登記を失敗したというのは俺が言っ

た。この取引はそれほど大変なんだとわからせた

かった。書類の受領日をＢが知ったら、先生は拉

致されたかもしれないので、忠告した。」おいお
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い、スパイ映画か仁義なき戦いか。しかし事前に

聴いていたら、とてもではないが冷静には対応で

きなかったかもしれない。やたらに美人未亡人が

店主の店に連れて行かれたのも不自然な感じがし

ていたが、静かにしていてよかったと思った。あ

のままスナックに行っていたらと思うとぞっとす

る、神に感謝だと思った。

バブル期にはこんな感じの仕事が多かった気が

する。本人確認・意思確認をさせろと言ったとこ

ろ、「先生も、長く仕事はしたいんだろう、その

気になれば銀行に言って先生への仕事をストップ

させることもできるんだぞ。街宣車回したろか」

と言われたり、「先生は私が言ったとおりの登記

を黙ってすればいいんだよ」と言われたこともよ

くある。当事者が遅れて、怒った金融業者の任侠

映画で見る提灯のたくさんぶら下がっている事務

所で待たされたこともある。今でもそういった仕

事はあるのかもしれないが、そういう話はなくな

ってきた、というより私に来なくなったのかもし

れない。また、銀行に書類を渡しに行ったとこ

ろ、知り合いの行員から「先生、明日ちょっと寄

ってくれる」と言われ、翌朝行ってみたら不動産

売買の決済立会をやらされたこともあった。それ

ほど不動産取引決済に対する関係者の意識が軽か

った時代であった。

私はそもそも土地家屋調査士であった。そのた

めに司法書士試験に合格してすぐに開業した。開

業当初は抵当権設定契約書のどの項目が登記事項

なのかもわからないという状態であったが、実務

を同期合格者で補助者経験豊かな友人たちに教わ

り、本人確認及び意思確認・原因証書の必要性に

ついては青年司法書士協議会の先輩方に教わり、

さらに運もあって、今のところ致命的な事故を起

こしていなくてよかった。今では新人に対する研

修体制はかなり充実してきている。私のような実

務を知らない試験合格者がいきなり開業というこ

ともほとんどないようだ。

それにしても、バブル期の自分の行ってきた業

務も、今の基準や考え方に当てはめれば懲戒処分

を受ける可能性は高い。また、当時は先端的だと

思っていた自分の執務姿勢も、今では怪しいもの

かもしれない。我々と関係の深い金融機関・宅建

業者・建設業者においても法令遵守が強調され、

登記法上の規定から逸脱すれば、例え実損がない

ことや表示登記の申請義務のような、実際には罰

則適用がされていない事柄でもきびしい指摘がさ

れる。かつて司法書士は実体確認ということが強

く言われてきた。ある同職に言われ頭に焼き付い

たことは、「司法書士にとって、実体も形式も、

両方重要な確認すべきことなんだ」という言葉で

ある。

バブル崩壊から約30年、かつての時代を考えれ

ば、最近の司法書士をめぐる法令遵守の厳しさは

格段であり、例え法令に違反しなくても、執務姿

勢や執務に関する考え方次第では司法書士会の処

分を受ける危険性がある。そのことを喜ばしいこ

とと考えるのか、行き過ぎと考えるのか、司法書

士界でも意見が二分されているのは、司法書士の

将来像が大きく影響しているせいであろう。

改革はすぐにはできないことをここ30年で理解

した。急激な変化はひずみをもたらし、その反動

の修復には膨大なエネルギーが必要になろう。そ

れでも、こと不動産登記業務については登記原因

証明情報制度など、ずいぶんと変化改善をしてき

ている。しかし、不動産取引制度の安全安心なし

くみは進歩してきているのだろうか。司法書士の

責任において行われてきた「立会決済」は登記識

別情報制度の出現と取引当事者のコスト軽減指

向、そして何より経済のグローバル化によって見

直されようとしている。時代は流れ、要求をされ

てきているものも変化をしてきている。我々はそ

れを的確に受け止める必要があることを痛感す

る。
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１．はじめに

所有者不明土地問題の解消を目的とした民法・

不動産登記法一部改正の成立から間もない2021年

５月のことであった。筆者は、50代の女性から電

話で法律相談を受けた。一週間前に父親が死亡し

たが相続人全員で相続放棄したいとのこと。放棄

の目的を聞くと、父名義の実家（負動産）を相続

したくないという。「預金は？」と聞くと、どう

やら生前から計画的に減らしてきたようだ。正

直、驚いた。予期せぬ相談に、しばらく言葉も出

なかった。上記改正では、相続登記の義務化と同

時に「相続等により取得した土地所有権の国庫へ

の帰属に関する法律」も成立したが、要件が厳し

く、決してまだまだ実務で使えそうな制度ではな

い。その点、相続放棄制度はよほどの理由が無い

と裁判所も簡単に否定できない。「なるほど！」

と、感心させられたと同時に、後方から頭を鈍器

で殴られたような強い衝撃を受けた。後日、この

ことをSNSで呟いたら、すぐさま複数の同職か

ら、最近同種の相談や依頼を受けたという返事が

返ってきた。中には、解体費用分に当たる預貯金

を残して放棄されたと思われる事例もあったとい

う。何か、専門家の指南の跡が想像できる話であ

る。

国土交通省の平成29年度地籍調査において、登

記情報で現在の所有者の所在が特定できなかった

土地の割合が国土全体の約22％あり、探索の結

果、尚も最終的に所有者が不明な土地が0.４４％

であったという事実が紹介された。そしてこのこ

とが、東日本大震災復興を遅らせた要因でもある

と報告した。つまり、所有者不明土地問題発生の

要因が登記上で所有者が直ちに特定できない土地

の増加という視点に立てば、相続登記の義務化な

「比較研究の視点から見た民法・
不動産登記法改正案」

司法書士総合研究所主任研究員　洛北支部 石　田　光　曠

特　　　集

ど登記の更新を促進することこそ、的を射た対策

ということになる。今回の法改正は、この視点に

沿ったものと言えよう。

他方、我々、実務現場からこの問題を見た時

に、所有者不明土地問題の近時的本質は、形式的

な登記の更新懈怠の裏に、登記したくてもできな

い様々な理由があることに気づくはずである。そ

の一つが「相続の多様化」であり、また一つが「負

動産」と呼ばれる低未利用、低価値物件の増加現

象である。とすれば、何故この現象が増加してい

るのかという原因をもっと深く、もっと危機感を

もって追求し、その上で明らかになる本質から法

改正に臨まなければ、本当の意味での所有者不明

土地問題の解決に繋がらない。さらに言えば、相

続登記の義務化や期間経過による事実上の法定相

続分による遺産分割確定みなしが、反って新たな

問題に繋がるのではないかという心配が込み上げ

てくる。何故なら、世界でこの様な法制度を採っ

ている国は無いからだ。世界では、強制的な遺産

分割確定は、適正な所有意思を伴わない所有者

（特に土地）を生み出すことに繋がり、それは国

家・地域にとって大きな損失であると考えている

からである。

そんな思いを込めて、2018年11月に司法書士総

合研究所から「時代に合致した不動産所有のカタ

チと制度」、さらに2020年12月に土地総合研究か

ら「世界の制度との比較から所有者不明土地問題

の本質と対策を考える～特に引き取り手のない不

動産の受取制度と相続開始後の管理及び登記制度

を中心に～」という提言論文を発表させていただ

いた。そして、この提言書をご覧いただいた方の

推薦で、2021年３月19日開催の衆議院法務委員会

に参考人として意見陳述させていただく機会を
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得、結果的に、法案成立にあたっての付帯決議

（末尾で紹介）を付けていただくことが出来た。

このことは、本改正案が我が国の所有者不明土地

問題の解消制度になるためには、まだまだ議論を

続け、改良していかなければならないことを、ま

さに明言するものである。現に、相続登記の義務

化にともない、「不要な相続不動産買い取りま

す！」だとか、「国庫帰属を申請するためには、

まずは測量が必要です！」などというかつての原

野商法の二次被害と同じパターンのトラブルも増

加傾向にあるという。これでは、反って将来の所

有者不明土地を量産するだけである。

２．本当に相続登記の義務化は有効か？

まず初めに、今回義務化されることとなった

「相続登記」とは、一体どのような内容の登記申

請を指すのかを考えてみたい。

この点、筆者が司法書士総合研究所の一員とし

て調査しているフランス、ドイツ、アメリカ及び

イギリスにおいて「相続登記」とは、遺言などの

生前手続、または遺産分割の結果、最終的に当該

不動産の承継者となった相続人への名義変更（権

利移転ではない）のことを言う。そしてこれらの

国では、不動産の公共性を重視した厳格かつ具体

性のある土地法や都市計画法等により、相続した

土地を自由に分筆したり使途を変更したりするこ

とができないこともあり、換価分割の前提以外

は、複数の相続人による共有申請はほとんど見ら

れない。つまり、実際にその不動産を、責任と意

思をもって所有する者への承継こそ、相続登記の

中身と考えている。

他方、現在の日本においてはどうだろう。実際

にその不動産の責任ある所有者となる意思のない

相続人を含めた法定相続人全員による所有権移転

登記も含めて相続登記と呼んでいる。これは、事

実上の分割ができない不動産と分割可能な金銭財

との区別をせず、平気で権利共有にしてしまう現

代日本の特異性でもある。戦前まで続いた家督相

続制度の否定とともに、不動産財は一番価値の高

い財産であり、どんな不動産も必ずお金に変わる

という戦後の土地神話が、今もって残存している

のかもしれない。このような、非現実的であいま

いな認識の下での「相続登記の義務化」は、果た

して所有者不明土地問題の対策として有効なのか

を改めて問いたい。土地の所有および登記申請

は、決して家族の記念碑ではない。土地は、国家

の基盤であり、地域の公共財である。今般の付帯

決議は、まさにそのことに対する啓発と対策を促

していると受け止めるべきであう。

３．管理清算型相続手続の要請

世界と日本の制度比較調査を進める中で、土地

の所有概念だけでなく、相続に対する考え方にも

大きな違いがあることが分かってきた。それは、

相続環境の多様化から求められる遺産の管理清算

性の重視である。

そもそも相続における管理清算主義は英米法の

考え方で、相続開始と同時に遺産は法人化すると

いうものである。そして、裁判所が選任する管理

人（不動産がある場合は、登記申請の専門家が選

任されるケースが多い）による管理及び清算並び

に生存配偶者への財産分与、遺言などの生前手続

の履行が優先され、それでも相続財産が遺る場合

に初めて相続人による遺産分割の対象となるとい

う考え方である。遺留分制度もなく、被相続人の

固有財産性と意思を尊重した合理的な仕組みとも

言える。他方、大陸法の考え方は当然包括承継主

義であり、相続開始と同時に法定相続人の権利

が、遺産共有として発生するという考え方をと

る。日本もこの考え方を採用している。

ところが近年、フランスやドイツなどの大陸法

採用国においても変化の兆しがうかがえる。事実

上の管理清算主義の促進である。理由は、法律婚

外の夫婦関係の増加に象徴される家族関係並びに
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遺産そのものの多様性の進行である。従前のよう

に“家主義”による相続人同士の話し合いだけで

は、とても相続手続が進められない環境が増大し

ている。そこで、相続手続の専門資格者が中心と

なり、相続開始と同時に、法定相続人及び相続財

産の調査を皮切りに、その後の遺産分割に至るま

で積極的に関与する仕組みを推進している。つま

り、依頼された相続人だけでなく、全ての相続人

に対し中立な立場で、正確で公平な情報を提供

し、相続人間の不信を軽減させ、適切な合意形成

を促すことがその目的である。そして、多くの国

で相続手続の専門家は訴訟法務の専門家ではな

く、双方代理に長けている登記申請の資格者であ

ることが多い。さらに手続の過程で相続財産に不

動産があることが分かれば、その承継者の確定と

登記申請を専門家がリードする。当然、相続登記

の未了は、義務化せずとも防げる。また、専門家

の関与により、プラス財産だけ手続きをして、マ

イナス財産は放置するということができないよう

にしている。

さらに、この事実上の管理清算主義（法律上で

はなく、手続上の管理清算性の促進）の効果は、

相続開始後の手続きだけでなく生前対策の重要性

の認識にも繋がり、遺言書の作成だけでなく、預

貯金の夫婦（事実婚でも良い）共同名義口座制度

や生前贈与契約など、特に2000年以降多彩な生前

に採れる手続制度を生み出している。このこと

は、相続環境における多様性の尊重とともに、被

相続人の意思が重視され始めているとも言えよ

う。事実、フランスにおいても、事実婚パートナ

ーへの財産分与の拡大、並びに法定相続人の対象

や遺留分制度の縮減が見られる。

さて、このような世界の相続手続トレンドから

も見てとれるように、所有者不明土地問題の現代

的解消対策としては、登記申請などの手続を義務

化することではなく、相続環境の多様化に対応で

きる仕組みを整備することの方が、もしかしたら

有効なのかもしれないということが、比較研究の

中から見えてきた。

４．相続できない土地財の受け皿制度の確立

相続財産の管理清算手続を促進するため、ある

いは、相続人による遺産分割合意がスムースに運

ぶために不可欠な要素がある。それは、相続人が

どうしても承継できない財産の存在を認め、その

財産の処分が確実に出来るということである。一

番わかりやすい例は、被相続人が住んでいた住宅

の中にある残置物である。これも立派な相続財産

ではあるが、本人以外は要らない物も沢山ある。

しかしこれらは廃棄物として合法的に処分できる

ため、特に問題とはならない。自家用車もそうで

ある。勿論、金銭遺産は要らないという相続人は

少ないが、仮に要らないとしても、寄付を受ける

団体や個人を見つけることは、さほど難しくな

い。最近は、遺骨の処分も問題となる時代である

が、探せば引き取ってくれる寺社は見つかるはず

である。

問題は、土地遺産である。建築物や工作物は滅

失できるものの、土地については、換価又は寄贈

先が見つからない限り処分ができない。これが相

続手続を滞らせる要因である。冒頭で紹介した

「要らない相続不動産引き取ります！」というキ

ャッチは、この問題を巧みに付いた殺し文句であ

る。

その点、前述した欧米各国では、土地財の最終

的帰属者は国家であるという概念から、原則、国

民が所有できなくなった土地財の受けとり制度を

準備している。やはり、これが無いと遺産分割の

早期履行は難しい。これ無しに相続登記の義務化

が進めば、相続人申告登記だけしてそのまま放棄

するケースや、所有意思の伴わない法定相続分に

よる共有名義登記が増えるだけで、本当の意味で

の相続登記の促進にはつながらないことは、同職

の皆さんなら簡単に想像していただけると思う。

５．相続土地国庫帰属制度の創設

そこで、期待されるのが、新法として令和５年

4月2７日に施行されることとなった相続土地国家

帰属法である。この制度が機能してくれれば、専

門家も遺産分割や不在者財産管理のお手伝いがし

易くなる。ところが、この法案には、有効性を疑
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問視する意見が多い。とにかく要件が厳しすぎ

る。この要件に当てはまる土地なら、金額は別と

して、市場でも処分できるのではという声もあ

る。と言うか、従前の相続人不存在案件などの基

準とされている平成30年11月28日付公表の財務省

理財局「引き取り手のない不動産への対応につい

て」の指針をそのままスライドさせただけであ

る。この指針がどれほど有効であるかについて

は、相続財産管理人や不在者財産管理人を経験さ

れた方なら予想がつくと思われる。

この点につき、冒頭の衆議院法務委員会で、参

考人として著者が意見を申し述べた内容を簡単に

紹介する。「（人口減少期において）遺産分割を促

進するためには、どうしても相続できない土地の

存在を予定するべきである。そのために国庫帰属

法の創設は大いに有効な制度であるが、いかんせ

ん要件が厳しすぎる。それは、受取機関が財務省

理財局である限り仕方がないことであろう。本

来、土地を土地として受取り、国土の一部として

再生活用することを担う行政機関が受け皿になる

べきところ、受け取った土地を換価して、その対

価を国庫に帰属させることを想定している財務省

が受取り機関では、一定の厳しい要件を付けざる

を得ない。この点世界では、土地財の最終帰属者

を国家とするものの、その第一義的帰属権を、そ

の土地の管轄自治体（市町村）に移譲している国

がほとんどである。そして、自治体（市町村）は、

自らが作成した都市計画（マスタープラン）に沿

って所有放棄された土地を再生利用している。そ

れは、新たな住宅建設のような積極的再生だけで

なく、人口動向に合わせて、時には隣地との結合

を促進したり、過疎化した住宅地を市民農園や自

然公園に戻すこともしている。この自治体の再生

活動を持続可能にさせる仕組みの代表的事例がア

メリカのランドバンク制度であり、国は各自治体

が放置不動産の受け皿になれるための法整備と財

政支援をするだけで良い。」と言ったような内容

であった。つまり、土地を土地として受取り再生

できる機関が受取人にならない限り、この法案は

絵に描いた餅となることを訴えた。これに対し、

何人かの与野党委員からも共感いただき、付帯決

議に日本版「ランドバンクの検討」の文字を入れ

ていただけたことは、ありがたい限りである。

６．最後に

以上のことから、現在日本で発生している放置

空き家の増加や所有者不明土地問題の本質が、単

に登記申請の未更新だけではないことをご理解い

ただければ幸いである。この視点を踏まえ、議論

を深め、時代に合致した不動産所有制度及び相続

制度並びに登記制度を構築し、我々司法書士がそ

の中心的資格者（ファシリテータ）になれるよう

努力していかなければならない。

そこで重要なのが、実務専門家としての提言活

動である。日本では、立法案は、行政機関が学識

経験者を中心とする委員会を設立し、官僚が法案

を作成し国会に提出されることが多い。つまり、

行政機関が立法の中心を担っているケースがほと

んどである。そして実務専門家は、委員会で意見

を求められることがあるものの決して主体とはな

れず、官から下される制度をそのまま研修すると

いうのが当たり前のように思っている節がある。

だからだろうか、法案が施行されてもなかなか利

用が進まない制度も少なくないと感じられる。

これに対して世界では、このような時代の変化

に伴う制度変更においては、実務家集団が主体と

なって提言案を作り、支持する議員を通して国会

に提案するケースや、議員単位で専門家を集めて

法案策定チームを作るケースなど、いわゆる議員

立法方式で国会に提案されることがほとんどであ

る（議員活動費として、立法チーム活動予算が確

保されている）。それに対し、学会や学識経験者

は、法的許容性を評価するのが役割である。この

違いについても、我々日本の実務専門家は、認識

を改めるべきであると思うがいかがだろうか。
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〔資料〕

「民法等の一部を改正する法律案」及び「相続

等により取得した土地所有権の国庫への帰属

に関する法律案」に対する附帯決議

　政府は、本法の施行に当たり、次の事項について格

段の配慮をすべきである。

一．経済価値の乏しい相続土地の国庫帰属について

は、申請人の負担軽減の必要性も踏まえ、承認

要件や申請人の費用負担の在り方を検討すると

ともに、施行後五年間の運用状況を踏まえ、検

討を行うに当たっては、土地所有権の放棄の在

り方、承認申請者の要件、国庫帰属後の土地の

利活用の方策その他の事項についても検討し、

その結果に基づいて必要な措置を講ずること。

また、承認申請があった際には、関係機関や地

方公共団体との連絡・連携を密にし、土地の有

効活用の機会を確保するよう、地域の実情に

沿った運用に努めること。

（二．三．四　省略）

五．遺産分割協議が行われ、その結果を登記に反映さ

せることは確定的な権利帰属を促進し、不動産

所有権の分散化の防止につながるもので、本改

正の趣旨にも沿うものであることから、関係機

関及び専門職者は連携体制を強化し、その促進

に向けて、積極的に周知広報を行うこと。

六．登記官が他の公的機関から死亡等の情報を取得

し、職権で登記に符号を表示するに当たって

は、死亡等の情報が迅速にかつ遺漏なく登記に

反映されるよう、情報収集の仕組みについて更

に検討し、必要な措置を講ずるとともに、死亡

者課税を極力避けるべく死亡者の情報について

の各種台帳相互の連携を図ること。

七．両法案に基づく新たな所有者不明土地対策として

の各種施策を着実に実施し、所有者不明土地問

題の解決を図るため、法務局の十分な人的体制

及び予算の確保を図ること。

八．所有者不明土地等問題の地域性や土地等の種類に

応じ、それぞれの実情を踏まえた解決に向けて、

効率的な管理と申立人の負担の軽減を趣旨とす

る所有者不明土地等の新たな財産管理制度の諸

施策を実施するに当たっては、司法書士や土地

家屋調査士等の専門職者の積極的な活用を図る

とともに、制度の趣旨及び請求が可能な利害関

係人や利用ができる事例等について周知を図る

こと。また、財産管理制度において、管理人に

よる土地等の処分に対する裁判所の許可が適切

になされるよう、借地関係等の利用状況や売買

の相手方を慎重に調査すべきことを関係者に周

知徹底するとともに、本法施行後の実務の運用

状況を踏まえ、必要に応じて裁判所の許可に対

する利害関係人の不服申立て制度の導入等を検

討すること。

九．今回の所有者不明土地対策のための見直しは国民

生活に重大な影響を及ぼすものであることか

ら、国民全般に十分に浸透するよう、積極的か

つ細やかな広報活動を行い、周知徹底に努める

とともに、本法施行前に発生した相続について

相続登記等の申請義務化に関する規定や遺産分

割に関する規定が適用されることについては、

国民の混乱を防止する観点から、特に周知徹底

を図ること。この際、法律専門職者との連携に

努めるとともに、広報に必要な予算の確保に努

めること。

（十．省略）

十一．所有者不明土地対策の観点から進められてい

る、長期相続登記等未了土地解消作業、表題部

所有者不明土地解消作業、法務局における遺言

書の保管制度等の諸施策については、司法書

士、土地家屋調査士等の専門職者の活用を図り

つつ、より一層推進していくこと。

十二．法定相続人の範囲の特定に係る国民の負担に鑑

み、令和五年度から実施される戸籍証明書等の

広域交付の実施状況等を踏まえ、更なる負担の

軽減策について検討するほか、所有者探索に関

して、国や地方公共団体から委託を受けた専門

家の調査における戸籍証明書等の取得の手続の

円滑化についても、オンライン化等を含め、検

討すること。

十三．国土の有効利用を図る観点から、国土調査事業

及び地図作成事業を迅速に実施して不動産登記

法第十四条地図を整備し、土地の筆界の明確化

を図るよう努めるとともに、ランドバンクの果

たすべき役割について検討するとともに活用の

強化を図るほか、新たに創設される管理不全土

地管理命令についての地方公共団体の長による

申立てを認めることを検討すること。

右決議する

令和３年4月20日



Vol. 99

− 12 −

１、成年後見制度とリーガルサポート

平成11年12月に、社団法人（当時）成年後見セ

ンター・リーガルサポートが設立し、また同月京

都支部も設置され、その活動を開始した。翌平成

12年4月には成年後見関連法が施行され、以後リ

ーガルサポートに所属する司法書士は、その専門

性を活かし制度を必要とされる高齢者・障害者の

支援を行ってきた。

また、平成28年4月に制定された「成年後見制

度の利用の促進に関する法律」に基づき平成29年

３月に「成年後見制度利促進基本計画」（以下「第

一期基本計画」という）が策定されたが、さらに、

令和4年4月から「第二期成年後見制度利用促進

基本計画」（以下「第二期基本計画」という）に

基づく取り組みが進むことになる。本稿では、最

近の利用促進の動きの中での京都支部の活動の一

端を紹介し、さらに第二期基本計画に向けた動き

についても触れていきたいと思う。

２、権利擁護支援の地域連携ネットワーク

第一期基本計画においては、計画のポイントと

して（１）利用者がメリットを実感できる制度・

運用の改善、（２）権利擁護支援の地域連携ネッ

トワークづくり、（３）不正防止の徹底と利用し

やすさとの調和の３項目が挙げられている。特に

（２）については、その地域の基本的な仕組みと

して本人を支援するチーム、地域における協議会

の体制作り、また地域連携ネットワークの中核と

なる機関（中核機関）の設置が求められるとされ

ている。これらの地域における体制整備につい

て、専門職の果たす役割は大きく、第一期基本計

画の中でも、「弁護士会・司法書士会・社会福祉

士会等といった法律専門職団体や福祉関係者団体

考　　　察

（公社）成年後見センター・リーガルサポート京都支部の活動

第二期成年後見制度利用促進基本計画に向けて
（公社）成年後見センター・リーガルサポート京都支部支部長　洛北支部 中　野　篤　子

等は、地域における協議会等に積極的に参加し、

地域連携ネットワークにおける相談対応、チーム

の支援等の活動などにおいて積極的な役割が期待

される。」とされている。特に法律専門職につい

ては、法的観点からの助言や指導、後見人候補者

名簿の整備、親族後見人や市民後見人に対する指

導や助言・監督人等としての関与など、専門性を

活かした役割を担うことへの期待が随所に記され

ている。

リーガルサポートは、法人設立時から後見人・

後見監督人候補者名簿を備え、執務管理や研修事

業において会員の資質向上に努めるとともに、制

度広報に係る事業や対外会議への委員派遣等を行

ってきたところであるが、さらにその取り組みを

充実させることが求められているといえるだろ

う。

また、京都支部においても法人としての事業と

ともに、地域における相談・講師派遣や一日講

座、またネットワーク会議への出席などの事業を

行ってきたところであるが、利用促進に係る動き

として、自治体等の相談事業や各種委員等の派遣

要請が増加しており、これに応えるための体制作

りを継続して行っていく必要性を感じる。

３、京都府下における取組

次に第一期基本計画が策定されてからの京都府

下の取り組みの概要を紹介したい。

（１）京都府

京都府においては、健康福祉部障害者支援課内

の「京都府障害者・高齢者権利擁護支援センタ

ー」が利用促進の担当となっている。

基本計画の一年目である平成29年に京都府主催

の自治体担当者研修「必要な人に必要な支援が届



Vol. 99

− 13 −

けられる仕組みをつくろう京都のつどい～成年後

見制度の利用を促進することを目指して」が実施

された。この全体研修は翌年も開催され、その後

各保健所圏域の勉強会や、自治体の個別訪問、ま

た中核機関立ち上げや体制整備の相談が担当部署

において行われている。

第二期基本計画においては、単独での中核機関

等の体制整備が困難な自治体や、圏域での取り組

みにおける都道府県の役割についてより踏み込ん

だ記載がなされている。京都府においてもさらに

積極的な関与が期待されるところである。

（２）京都家庭裁判所

京都家庭裁判所は、京都府や京都府社会福祉協

議会とともに各自治体や保健所圏域での勉強会等

にオブザーバーとして出席し意見交換を行うな

ど、府下自治体との連携を進めている。

京都家庭裁判所後見センターと京都弁護士会

（高齢者・障害者支援センター）、一般社団法人

京都社会福祉士会（ぱあとなあ京都）及び京都支

部（以下「三士会」という）は、従来から成年後

見実務の運用に関して定期的に協議の場を持って

いるが、基本計画策定後については加えて、京都

府・京都府社会福祉協議会も参加した「利用促進

に関する連絡会」、また京都市など中核機関を設

置した自治体を交えての「中核機関・三士会・家

裁との連絡会」を定期的に行っている。

また、例年１月に「家事関係機関と家庭裁判所

との連絡協議会」が開催されるが、ここでも例年

成年後見制度の利用促進が議題となり、府下の自

治体や社会福祉協議会の担当者が出席し、また厚

生労働省などの担当者を招いての講演や、自治体

の実践報告がなされる。尚、この協議会には三士

会も出席し、例年専門職団体としての活動を報告

している。

「第二期基本計画」においては、地域のネット

ワークと司法との連携強化の必要性も指摘されて

おり、京都家庭裁判所においても、引き続き継続

した取り組みを進められることが期待され、京都

支部として今後も連携・協力していきたいと考え

ている。

（３）　三士会の連携

京都では、従前より各種の会議や合同の勉強会

等で三士会としての交流はあるが、「第一期基本

計画」による取り組みが始まってからさらに緊密

に連携し活動している。第一期基本計画の初年度

に、府下の自治体に連名で利用促進のために我々

が協力できる旨を連名の文書で発出し、その上で

すべての市町村に揃って訪問し、要望や課題につ

いて意見交換を行った。その後も京都府等と連携

して、各自治体や圏域での勉強会にともに出席し

ている。またweb会議システムを活用し、自治体

担当者が三士会に困難事案や体制整備などの相談

ができる「三士会パッケージ」というものを提案

し、遠隔地においても我々にアクセスしやすいよ

うな仕組みを整えている。このように足並みを揃

えて活動しているので、いずれかの専門職に声を

かければ、相互に連絡を取り揃って対応すること

が可能となり、自治体側からみれば、協力を要請

しやすい形になっているのではないだろうか。

（4）府下の進捗状況

このような動きの中で、府下の市町村において

も中核機関の設置や設置に向けた動きが進んでい

る。令和元年に京都市と精華町が中核機関を設置

したのを皮切りに、本稿執筆時（令和4年１月）

では、舞鶴市、京丹後市、南丹市、長岡京市が中

核機関を設置しており、他にも次年度設置に向け

た準備を行っている自治体もいくつかある。ま

た、人口規模の少ない自治体においては、概ね保

健所圏域を基準とした連携を模索しており、定期

的に圏域での勉強会を開催している地域もある。

そのような協議の場には、京都支部会員も出席

し、意見を述べるなど協力しているところであ

る。

４、第二期基本計画に向けて

令和３年12月に、「第二期成年後見制度利用促

進基本計画に盛りこむべき事項 ～尊厳のある本

人らしい生活の継続と地域社会への参加を図る権

利擁護支援の推進～（最終とりまとめ）」が公表

された。本稿執筆時点（令和4年１月）において

は、パブリックコメントの募集中であり、京都支
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部としても意見提出に向けて準備を進めていると

ころである（追記　２月1７日に提出し意見書は支

部ＨＰに掲載）。

「最終とりまとめ」によると、第二期基本計画

では、基本的な考え方として、「地域共生社会の

実現という目的に向け、本人を中心にした支援・

活動における共通基盤となる考え方として『権利

擁護支援』を位置付けた上で、権利擁護支援の地

域連携ネットワークの一層の充実などの成年後見

制度利用促進の取組をさらに進めることする」と

なっている。

また成年後見制度は、「権利擁護支援の重要な

手段である成年後見制度の特長を鑑みると、基本

計画における権利擁護支援とは、判断能力が不十

分な人を対象としたこうした支援活動のことであ

るといえる。」と記載されている。

これからの成年後見制度は、「成年後見のみ」

として捉えられるものではなく、その利用促進

は、地域の権利擁護支援策をより一層充実させる

ための取り組みの一環であり、さらに地域共生社

会の実現に向けて重要な役割を担うものとして期

待されていると考えられる。

司法書士は従前より地域に根差した法律専門職

として活動や業務を行っているところであるが、

その強味が、第二期基本計画、さらに次へと続く

動きの中で活かされていくのではないかと感じて

いる。成年後見制度がより広がりを持って捉えら

れる流れの中で、京都支部としても期待に応えら

れるよう引き続き活動を充実させていきたいと考

えている。
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本年度の不動産登記法対策委員会にて協議した

トピックの中から、債権法改正により新設された

債務引受の規定（民法第４７0条から４７2条の4まで）

について紹介します。

旧法においては「債務引受」について、要件等

を定めた規定はなかったものの、判例・学説にお

いて認められ、実務上も広く利用されてきたこと

から、改正法では基本的な要件等が定められるこ

とになりました。

これにより、旧法下においては、その取り扱い

が必ずしも明確ではなかった部分もあった「債務

引受」を原因とする担保権の変更登記について、

新設された規定に留意して処理する必要が出てき

ました。

新法では、旧法下同様、引受人（以下「新債務

者」という）が債務を負担した後も、もとの債務

者（以下「旧債務者」という）が引き続き債務を

連帯して負担する「併存的債務引受」と、新債務

者が債務を負担した後は、旧債務者は、その債務

を免れることになる「免責的債務引受」とに分け

て規定されました。（最後に新法を記しています

ので、まずはご一読頂ければと思います。また、

令和２年３月31日に民二第328号法務局長・地方

法務局長宛て民事局通達「民法の一部を改正する

法律等の施行に伴う不動産登記事務の取扱いにつ

いて」が発出されておりますので、こちらについ

てもご確認ください。）

この２つの「債務引受」についての詳細はペー

ジ数の都合上、割愛させて頂くとして、旧法下で

の取扱いと異にする部分について紹介致します。

まず、「併存的債務引受」についての留意点と

しては、

①　新法において呼称が「併存的債務引受」と

考　　　察

債権法改正と不動産登記について

不動産登記法対策委員会委員　洛北支部 曽　我　拓　司

規定された。

②　旧債務者・新債務者間において引受契約を

締結しただけでは契約の効力は生じず、債権

者の承諾があってはじめて契約の効力が生じ

る。

の２点が旧法下での取扱いと異にする点として

挙げられます。

①について、呼称が「併存的債務引受」と規定

されたことにより、連帯債務者を追加する変更登

記の登記原因が「併存的債務引受」となります。

しかし、通達によると、これまでのように、「重

畳的債務引受」を登記原因として申請を受け付

け、登記をしても差し支えないとされていますの

で、各法務局の運用次第ですが、どちらの登記原

因を使っても登記はできるみたいです。

②について、旧法下では、旧債務者・新債務者

間の契約は、第三者のためにする契約として解さ

れ、債権者の受諾の意思表示により受益できると

の構成をとっていたので、たいした違いはないの

ですが、新法においては、債権者の承諾が効力要

件になりました。

次に、「免責的債務引受」についての留意点と

しては、

①　債権者と新債務者間の契約による免責的債

務引受の場合、債権者が旧債務者に対して、

その契約をした旨を通知したときに契約の効

力が生じる。

②　免責的債務引受に伴い、旧債務者の債務に

係る既設定担保権で、新債務者の債務を担保

できる（担保権の移転）場合の要件が規定さ

れた。

の２点が旧法下の取扱いと大きく異なる点とし

て挙げられます。
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①について、旧法下では旧債務者の意思に反す

る免責的債務引受はできないと考えられていまし

たが、新法では、そのような要件は規定されず、

債権者が、旧債務者に対して、免責的債務引受契

約をした旨を通知すれば免責的債務引受の効力が

生じることになりました。なお、旧債務者・新債

務者間で免責的債務引受が締結された場合、債権

者が承諾しなければ免責的債務引受の効力が生じ

ない点は旧法下の取扱いと同様です。

②について、旧法下では実務上、免責的債務引

受がされた場合の、既設定抵当権の抵当債務が引

受債務である場合は、抵当権の随伴性により、債

務の同一性が保持されたまま、「債務者」が旧債

務者から新債務者に交替的に変更され、抵当権

は、設定者が契約締結当事者の場合は存続し、設

定者が契約締結当事者以外の物上保証人、第三取

得者の場合には、設定者の承諾がなければ抵当権

が随伴せず消滅すると解されていました。

しかし、新法においては、ここの取扱いについ

て新たに規定を設け、旧法下の取扱いと大きく異

なることになりましたので注意が必要です。

免責的債務引受がなされた場合、既設定の担保

権を新債務者の負担する債務に移す（担保権の移

転）ためには、債権者は、新債務者に対して、契

約と同時か、あらかじめ、担保権の移転について

意思表示をしなければならいないと規定されまし

た。

この、「債権者による担保権の移転の意思表示」

（以下「意思表示」という）が、旧法の取扱いと

は大きく異なる点となりますので、債務者変更登

記の登記原因証明情報を確認する際には、この意

思表示の記載の有無に注意が必要になります。

当委員会にて確認ができた範囲（少数ですが）

で申しあげますと、各金融機関共に、この点につ

いては対応した契約書になっていました。一例と

して事例を挙げますと、「…本引受債務につい

て、引き続き抵当権が存続することを承認し…」

や「…本件債務引受後も引き続き当該債務を担

保・保証することに合意します。」などの文言

で、意思表示がなされていることが前提として読

み取れるような契約条項になっていました。

なお、上記のような文言でも問題なく登記が完

了していることも確認ができています。

また、担保権の移転について、設定者が引受人

以外の場合には、新債務者への意思表示だけでは

足りず、設定者の承諾が必要になります。この場

合には、「意思表示」のほか「設定者の承諾」も

登記原因証明情報の内容に記載されている必要が

あります。

なお、この場合の設定者の承諾は、設定者が登

記義務者になるので、不動産登記令第7条第１項

第５号ハの「登記原因について第三者の許可、同

意、承諾を要するとき」には該当しません。

余談ではありますが、免責的債務引受契約書

に、「意思表示」が記載されていない場合でも、

債権者・旧債務者・新債務者・担保提供者全員で

締結している場合は、当該引受契約において当然

に「意思表示」がなされていると解釈できるの

で、従来どおり「意思表示」について明記する必

要はないと言及している書籍（practical金融法務

債権法改正第２版ｐ306）もあり、また、変更契

約書に「この契約に定めのない事項については、

原契約書のとおりとする。」のような条項が設け

られている場合は、「意思表示」があったものと

解釈することができるとの考え方もありますの

で、新法に対応していない契約書であっても上記

にあてはまる場合は、この意見を添えて事前に法

務局に照会を掛けて頂ければと思います。

以上、簡単ではございますが、債権法改正に伴

う実務上の注意点の紹介でした。

○　参照条文　○

第五節　債務の引受け

　第一款　併存的債務引受

　　（併存的債務引受の要件及び効果）

　　第４７0条 　併存的債務引受の引受人は、債

務者と連帯して、債務者が債権者

に対して負担する債務と同一の内

容の債務を負担する。

　　　　　２　併存的債務引受は、債権者と引

受人となる者との契約によってす

ることができる。
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　　　　　３　併存的債務引受は、債務者と引

受人となる者との契約によっても

することができる。この場合にお

いて、併存的債務引受は、債権者

が引受人となる者に対して承諾を

した時に、その効力を生ずる。

　　　　　4	　前項の規定によってする併存的

債務引受は、第三者のためにする

契約に関する規定に従う。

　　（併存的債務引受における引受人の抗弁等）

　　第４７1条 　引受人は、併存的債務引受によ

り負担した自己の債務について、

その効力が生じた時に債務者が主

張することができた抗弁をもって

債権者に対抗することができる。

　　　　　２　債務者が債権者に対して取消権

又は解除権を有するときは、引受

人は、これらの権利の行使によっ

て債務者がその債務を免れるべき

限度において、債権者に対して債

務の履行を拒むことができる。

　第二款　免責的債務引受

　　（免責的債務引受の要件及び効果）

　　第４７2条 　免責的債務引受の引受人は債務

者が債権者に対して負担する債務

と同一の内容の債務を負担し、債

務者は自己の債務を免れる。

　　　　　２　免責的債務引受は、債権者と引

受人となる者との契約によってす

ることができる。この場合におい

て、免責的債務引受は、債権者が

債務者に対してその契約をした旨

を通知した時に、その効力を生ず

る。

　　　　　３　免責的債務引受は、債務者と引

受人となる者が契約をし、債権者

が引受人となる者に対して承諾を

することによってもすることがで

きる。

　　（免責的債務引受における引受人の抗弁等）

　　第４７2条の2　引受人は、免責的債務引受に

より負担した自己の債務につい

て、その効力が生じた時に債務者

が主張することができた抗弁をも

って債権者に対抗することができ

る。

　　　　　２　債務者が債権者に対して取消権

又は解除権を有するときは、引受

人は、免責的債務引受がなければ

これらの権利の行使によって債務

者がその債務を免れることができ

た限度において、債権者に対して

債務の履行を拒むことができる。

　　（免責的債務引受における引受人の求償権）

　　第４７2条の3　免責的債務引受の引受人は、

債務者に対して求償権を取得しな

い。

　　（免責的債務引受による担保の移転）

　　第４７2条の４　債権者は、第４７2条第１項の

規定により債務者が免れる債務の

担保として設定された担保権を引

受人が負担する債務に移すことが

できる。ただし、引受人以外の者

がこれを設定した場合には、その

承諾を得なければならない。

　　　　　２　前項の規定による担保権の移転

は、あらかじめ又は同時に引受人

に対してする意思表示によってし

なければならない。

　　　　　３　前二項の規定は、第四百七十二

条第一項の規定により債務者が免

れる債務の保証をした者があると

きについて準用する。

　　　　　4	　前項の場合において、同項にお

いて準用する第一項の承諾は、書

面でしなければ、その効力を生じ

ない。

　　　　　５　前項の承諾がその内容を記録し

た電磁的記録によってされたとき

は、その承諾は、書面によってさ

れたものとみなして、同項の規定

を適用する。



Vol. 99

− 18 −

突然ですが、皆さまは「民事信託士」という資

格をご存知でしょうか。「民事信託」とは何かに

ついては釈迦に説法なので割愛します。では改め

て民事信託士という資格は何なのかについて、簡

単に説明します。民事信託士とは、『信託業法の

適用を受けない民事信託に関して、当事者の依頼

により、民事信託に関する相談業務やスキーム構

築のほか、受益者保護や信託事務遂行の監督等の

業務を行う者としての受益者代理人・信託監督

人、信託事務受託者（信託法第28条）を担える者』

（一般社団法人民事信託士協会ＨＰより抜粋）と

定義されています。つまりは、民事信託業務にお

いて信頼できる職能を有することを担保するよう

なものと思われます。尚、この民事信託士は、財

産管理業務等が法律で認められている司法書士と

弁護士の内、一定の基準に達した者に限り認定す

るとのことです。つまりは司法書士と弁護士に限

られているということで、この点において玉石混

交の民間資格とは一線を画するものと個人的には

思います。では、民事信託業務はこの民間資格を

取得しないと行うことができないのか、というと

もちろんそうではありません。では何故、我々が

現有する司法書士の資格で行える民事信託業務を

行うために、私がこの度民事信託士の資格の取得

に挑んだのか。それは、民事信託業務は紋切り型

の定型業務ではなく、相談者を取り巻く家族環

境、経済的状況その他様々な要因によって最適解

が都度異なり、形があるようで無いようなもので

あり、一人で専門書を読んで実際の業務にあたる

にはやや難しい気がするところがあったからで

す。とはいえ、民事信託という手段が用意されて

いるのにそれを利用するのは何となくはばかられ

るという理由で依頼者に提案しないことは司法書

考　　　察

民事信託士の検定を受検して

洛央支部 上　野　剛　史

士の使命や倫理に抵触する、何より相談者に対し

て不利益を与えかねないと思われます。よって、

この民事信託士という民間資格の検定を通して信

託業務に精通することを図ろうと自分を叱咤した

次第です。ちなみに、このように試験や検定に向

けての勉強は、簡裁訴訟代理等能力認定考査以来

であり、約18年ぶりの勉強は、言わずもがな当時

のパフォーマンスに遠く及ばず自身の衰えを感じ

る機会となりました（苦笑）。

では、この民事信託士という資格を取得するま

でにどのような過程を経るのかを参考までに紹介

します。まず、検定の申込が毎年4月～５月頃に

受付されます。検定を受けられる人数には上限が

あり、申込人数が上限を超える場合は抽選となり

ます。私は昨年度の申込の際は抽選の結果漏れて

しまい、今年度に再度申込をした次第です。尚、

申込に漏れて受検できなかった方や検定に不合格

であった方は、この抽選の際に優先されるようで

す。そして、無事に申込が受け付けられると、課

題が公開されます。今年度は、昨年度に引き続き

コロナ禍故の対応であったと思われますが、

Zoom形式での検定でした。具体的には、公開さ

れた課題を事前に提出、その回答に対する再検討

通知が発せられるので、再検討を加えた状態で検

定に臨む、というスケジュールです。今年度の検

定は10月16日（土）、1７日（日）の10時～1７時ま

で行われました。両日の検定内容は、講義視聴、

事前課題に対するグループディスカッションが主

なところです。最終的には確認テストが実施され

ると共に、公開課題についての回答を両日の内容

を踏まえて再度提出し、再提出された回答の内容

等により合否が判定されるとのことでした。上記

の中で私が特にこの検定を受けて良かったと思え
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た点が、グループディスカッションです。事前に

課された共通の問題（具体的事例）に対して各々

が信託契約書を条項ごとに理由も付して作成す

る、各々が作成した契約書を事前にグループ内の

全員で共有しておいて、何故そのような契約書を

作成するに至ったかの思考過程を説明し、それに

対して皆で意見を出し合う、更にチューターがそ

の議論を整理するといったことを条項毎に行うの

です。一人で勉強しているだけでは浮かばないで

あろうたくさんの思考に触れることが出来たこ

と、これは本当に良い経験となりました。ちなみ

に同じグループの受検者及びチューターの先生も

全員、現役の司法書士の方々でした。

今回、この民事信託士という資格を受検して感

じたことは、決して信託業務のみを無理やり推進

するのではなく、任意後見契約や財産管理契約、

遺言、更には死後事務委任契約や成年後見、商事

信託など様々用意されている手段から相談者にと

って真に有益な手段はどれなのか、場合によって

は複数組み合わせることも含め適正に判断するこ

と、また、判例や実務の蓄積が不十分と言える民

事信託業務を真に使える手続きとして少しずつそ

の実績を蓄積していくことが肝要であるというこ

とです。その為には、自身が前述のような適正な

民事信託業務の担い手となれるように重ねて研鑽

していくことと、更に今後そのような担い手が増

えることにより市民により適正な手続きが提供さ

れる機会が増えることを願う次第です。尚、現在

一般社団法人民事信託士協会は京都においては、

京都銀行、京都信用金庫と業務提携に至ってお

り、今後更に他の金融機関においても民事信託サ

ービスが市民に提供されることも予想され、民事

信託士がこのサービスの担い手となり市民への適

正な信託手続きの供与に寄与することを期待する

次第です。最後に、検定の結果について誰も興味

がないとは思いますが念のため付言しておきます

と、ギリギリ（？）合格しておりました。



Vol. 99

− 20 −

一、少々複雑な思いの中での就任

この度、前期に引き続き日本司法書士会連合会

（以下「連合会」という）の副会長に就任するこ

ととなった。通例であれば選挙戦となるので、そ

れなりの覚悟と万全の準備をしていたところ、今

回は、理事を含め会長・副会長ともに立候補者が

定数内となったため、異例の無投票での当選とな

り、やや拍子抜けの就任となった。

ただ、私は会長候補者の推薦副会長であったた

め、推薦者の会長候補者が無投票で選出されれ

ば、推薦副会長も自動的に選出されたことにな

る。しかし、同じくブロックや会長候補者の推薦

理事とともに、別途、表決の方法による選挙が行

われることとなった。これは、立候補副会長とし

て直接の投票による選挙の対象者ではないためで

ある。つまり、日司連役員選挙規則に従い、改め

て信任の賛否を諮るための採決を行う必要がある

ということである。今回の連合会定時総会では、

コロナ禍の対応としてこの信任の表決も事前の電

子投票の方法が採用されたのだが、表決の結果、

十数票の反対票が投じられた。電子投票ではな

く、従来の議場での採決であれば、議長からの

「森中会員の副会長の選任につき異議はありませ

んか」の発言の後に、議場から「異議あり」の声

の発言があったこととなる。いろいろ考えると

少々複雑な思いのなかの就任であった。

ともあれ、引き続き連合会の副会長として改め

て全国２万３千人の司法書士会員の負託を受けた

ことになり、その責任と役割を担うこととなった。

二、日司連と司法書士会の関係性とは

ところで、連合会は、司法書士法第62条に規定

されているとおり言うまでもなく全国の司法書士

日本司法書士会連合会の
副会長就任にあたり

日本司法書士会連合会副会長　洛北支部 森　中　勇　雄

会　員　寄　稿

会を構成単位とする連合体組織である。従って、

連合会と司法書士会の法人における会則上の目的

規定の内容は、ほぼ同一である。違いは、連合会

のほうは指導及び連絡事務の対象が司法書士会及

びその会員であることと、登録事務が加えられて

いる点である。この「司法書士会とその会員への

指導及び連絡」という文言があるため、一見、連

合会と京都会をはじめとする各地の司法書士会と

の間に組織上の上下関係があるかに見えるが、実

態として果たしてそうだろうか？

司法書士会の会則には、会長による会員に対す

る必要に応じた指導及び調査に関する規程や注意

勧告の規程が定められているが、連合会の会則に

は目的規程における役割的な定めと事業規定にお

ける抽象的な項目の定めを除けばそのようなもの

は存在しないし、司法書士会に対する指導めいた

ものも同様に具体的な定めは見当たらない。つま

り、少なくとも連合会の会長が、組織的に実体と

して直接・具体的に司法書士会はもちろんのこと

会員に対して指示または指導や注意勧告を行うよ

うな仕組みにはなっていない。

なお、この会員に対する指導や注意勧告といっ

た組織対応は、あくまでも身内同士で取り決めた

内部規範に基づくルールであって、行政処分たる

懲戒処分とは別の仕組みであり、懲戒処分権者は

監督官庁である法務省の長である法務大臣であ

る。従って、連合会や司法書士会の会則の目的規

定には司法書士や司法書士会に対する「監督」と

いう文字はない。この点、自治権に基づく弁護士

等への自主懲戒処分権を持っている隣接法律専門

職である日本弁護士連合会や単位弁護士会とは、

異なるところである。ただし、懲戒処分における

量定意見に関する審査制度の導入により、我々に
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懲戒処分権への事実上の関与が認められたことに

なってはいるが。

三、�司法書士会とその会員への指導及び連絡業務とは

一方で連合会は、我々の実務に関する見直しや

法改正に関する事柄について、或は執務に関する

全国統一的な方針や運用について法務省と事前調

整したうえで、司法書士会経由で会員に対し事務

連絡的な指導業務を執行している。連合会が、連

合会会則第２条に規定する我々の使命と職責に鑑

みた品位の保持と業務の改善進歩を図るために役

割として果たすべき「司法書士会及びその会員の

指導・連絡業務」とは、上記の事務連絡的な指導

業務がそれに該当することになる。しかし、指導

的な役割として上記の事務連絡的な指導業務とは

異なる側面として、司法書士制度の維持発展に向

けたあるべき方向性や運動論を実現するための連

合会事業も指導的業務の一環ではないかと考える。

例えば、私が担当部長として所管する空き家・

所有者不明土地問題等対策部において、所有者不

明土地問題の予防と解決に向けた様々な対応事業

を不動産登記に関わる法律事務の専門家として先

駆的に行うことが、この分野での司法書士の活用

を促すことにつながるであろうし、同じく私が所

管する商業登記・企業法務対策部において、中小

企業に対する事業承継支援対策を促進すること

が、司法書士の専門的知見を発揮する機会を増や

すことになり、結果として我々の存在価値を高め

ることができるはずである。また、同じく私の所

管する後見制度対策部において、最高裁判所や厚

生労働省との協議を踏まえた成年後見制度のあり

方を検討すると共に制度の利用促進のための地域

連携を支援することを目指した意見交換会を主催

することが、後見制度における司法書士の社会的

使命を果たすことになり、このことが法律事務の

専門家としての信頼性を高めることにつながるは

ずである。つまり、このように連合会の特定部門

や委員会が執行する事業そのものが司法書士制度

の維持発展に向けた先導役的な事業として司法書

士会やその会員に対する「指導的役割を担う」業

務になっているのではないかと考える。

連合会の行う事業は、各司法書士会がそれぞれ

の地域で展開している事業と根本的には同質であ

り、その規模や達成目標に違いがあるだけであっ

て、事業の目的の背景は同じく司法書士制度の維

持発展である。そこで司法書士会は、目的を達成

するために組織的な役割としてみずからが行うこ

とができない中央省庁との制度上の調整や折衝を

踏まえた大掛かりな事業を連合会に付託すること

になる。そう考えると、連合会と司法書士会とは

組織上の上下関係ではなく、司法書士制度の維持

発展に向けた事業を各司法書士会が自己を含む総

体的組織である連合会に事実上の委託をしている

だけの関係性であると言える。

四、連合会の役割とその存在意義とは

現在の我々を取り巻く社会情勢や価値観はこれ

までになくその変化の速度を増している。特に情

報のデジタル化とオンライン化の波の速さは顕著

であり、社会を取り巻く様々な制度がその波の洗

礼を受けながら見直しを迫られている。この状況

の中で、司法書士制度や執務の在り方もこの社会

環境の変化に順応しなければ、法律専門職として

の能力を社会のために活かしきれない状況に陥る

可能性がある。であるならば、連合会はその役割

として、今の社会環境の変化に応じた執務や実務

の在り方を実現できるための対策を果断に講じる

ための提案をしなければならない。

さらに言えば、先般の司法書士法改正は、これ

まで連合会や司法書士会が行ってきた社会的役割

を念頭に置いた様々な事業における実績が実を結

んだ結果であったが、連合会会則のうえでは明記

されていないものの、連合会の役割とは弛まない

「司法書士法の改正」の検討とその実現に向けた

対策を講じることに尽きるのではないかと思う。

全国の司法書士会の連合体組織である連合会

が、司法書士制度の発展を願い全国の司法書士か

ら負託された目的を達成するために行う事業を執

行することで、「司法書士法の改正」を最重要課

題として取組むことこそが連合会の存在意義であ

るということを、連合会の副会長に就任し改めて

思うところである。
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＜お詫びとお礼＞

私は、会長在任中の令和２年３月1４日から５月

16日の約２か月間、突然入院することとなった。

そのため、京都司法書士会役員、事務局、事務所

のスタッフ、家族をはじめ多くの方々にご迷惑を

おかけすることになった。この紙面をお借りし

て、お詫び申し上げる。また、多くの方からご心

配とお見舞いの言葉をいただいたことにお礼申し

上げるとともに、治療にあたっていただいた医療

従事者の方々に感謝申し上げたい。

＜表題について＞

「病床六尺」とは、当時不治の病であった脊椎

カリエス（注１）に侵され、3４歳の若さで世を去っ

た正岡子規（注２）の最晩年（明治35年５月５日か

ら９月1７日）に書かれ随筆である。冒頭、「病床

六尺、これが我世界である。しかもこの六尺の病

床が余には広すぎるのである」で始まる。この随

筆は、新聞「日本」に連載され、驚くことに、激

痛と闘いながら亡くなる２日前で、12７回に渡り、

連載されている。

私も、ウイルスの感染により脊髄炎となり、激

痛と高熱に苦しみながら、随筆の冒頭で書かれた

ことと同様の疑似体験を少しの間（約２週間）で

あるが経験したことから闘病体験記を記すにあた

って、表題のタイトルとさせていただいた次第で

ある。ただし、子規の闘病生活とは、大きな隔た

りがあることを予めお断りしておく。

＜病は突然に＞

令和２年３月12日普段どおりに午前中事務所に

て執務を行い、昼の時間を利用して、近くの有名

なバン屋さん（注３）にて贈答用のパンの注文をし

「病床六尺ミニ体験記」

城南支部 山　口　基　樹

会　員　寄　稿

ていると腰に少し痛みがでてきた。重いものを持

ったりしていないのになぜかなと不思議に思いな

がら事務所に戻った。ただ、痛みは徐々に増して

きて、事務所の奥の和室の部屋で寝て休むことに

した。それでも、痛みは和らぐことはなかった。

当日の夜は某社会福祉法人の評議員会が予定され

ていたが、急遽欠席の連絡をした。そして、妻

に、当日診療している医療機関を調べてもらい受

診することにした。妻に車を運転してもらいM整

形外科のある少し離れたショッピングセンターの

駐車場に車を止めて、M整形外科まで歩くことに

なるのであるが、その途中で歩けなくなってしま

った。そのため、急遽妻に車椅子を取りに行って

もらった。医院に到着後、診察の順番を待つ間も

痛みのため、早く順番がくることしか頭になかっ

た。当日の診療は、レントゲン検査と痛み止めの

処方をしてもらい、家路についた。痛み止めが効

いている間は少し気持ちに余裕が出るのであるが

薬の効果がなくなると激しい痛みと熱が襲ってき

て、ベッドから一歩も動くことができなくなって

しまった。翌日の13日は、痛み止めを飲みながら

安静にしていたが痛みと熱は一向に改善しなかっ

た。動くこともできないため、やむを得ず救急車

を呼ぶことにした。

＜入院＞

３月1４日の朝7時過ぎに、妻に救急車を呼んで

もらった。電話では、私の状態や、どこで寝てい

るか等を聞かれた。その状況で、何人の隊員を向

かわせるのか判断しているようであった。電話し

てから５分ほどで、救急車がやってきて、玄関の

チャイムが鳴った。救急隊員は4名でやってき

た。そして、私を袋のようなものに包んで、２階
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の寝室のベッドから救急車まで運んでくれた。救

急車の中では、搬送先の病院についての希望を聞

かれ、近くのＴ中央病院が搬送先に決まった。救

急車は、サイレンを鳴らしゆっくり動きだし、数

分で病院に到着した。到着後、検査があり、血液

検査で炎症反応を示すCRPの数値が異常に高かっ

たため、すぐに入院が決定した。

余談であるが、救急隊員が玄関に入ると、患者

の搬出の邪魔になるような靴は、隅に揃えて整理

し、搬出後再び元の状態に整理して出ていかれ

た。その手際のよさに感心し、保険証や服の準備

のことしか頭になく、救急隊員の行動の邪魔にな

るものについての配慮がなかった。今後は気をつ

けねばと家族全員が思った次第である。

＜転院・緊急手術へ＞

入院してから7日間、主に抗生物質の点滴と処

方薬で治療を受けていたが症状は、横ばい状態で

あった。また、激痛が続いていたため体を動かす

こともできず、その間は、オムツをして生活した。

施設入所されている高齢者の方がトイレにこだわ

る気持ちがよく分かった。痛み止め（座薬）は、

１日に使用できる回数は、２回までとされてい

て、処方後６時間ぐらいが過ぎると薬の効果がな

くなってくる。そうすると看護師さんに痛み止め

のおねだりをすることになる。しかし、そうすん

なりと聞き入れられることはなく、もう少し辛抱

しましょうとか、食道がんになった人は、痛みと

呼吸の苦しさの両方の苦しみに耐えて治療するん

ですよとか言われて、たしなめられ、撃沈するこ

とになる。

入院後、7日目の金曜日になると排尿すること

ができなくなった。強い尿意があるにもかかわら

ず排尿することができないのである。神経に影響

が及んできた。その状態を診て、担当医のＯ先生

は、ウィルスが脊髄に及んでいると判断し、緊急

の手術が必要と言われた。入院しているT病院に

は脊髄科の診療をしていないため、近隣の病院に

連絡をとり、私の受け入れ先としてＮ医療センタ

ーが決まった。

そして、午後５時ぐらいに転院後、必要な検査

の後、すぐに手術が行われた。私といえば、その

わずかな時間に、副会長、総務部長にスマホで連

絡をし、連絡のついた役員に対して、状況報告と

今後のことについてお願いをした。手術は、３時

間ぐらいだったようで、再び目が覚めたときに

は、妻と娘の姿があった。担当医師のK先生から

手術の報告があったが、麻酔から覚めた直後であ

まりよく覚えていない。

その夜は、ナースステーションの近くの部屋で

一夜を過ごした。次の日に担当医のＫ先生が私の

部屋に往診に来られ、その後部屋を移動すること

になった。この時分かったのであるが、病院とい

うところは、病状が不安定、危ない患者はナース

ステーションの近くに患者を置いておくようで、

そうでない患者は遠い場所に配置するようであ

る。事実、平成３年11月に私の父が亡くなった際

には、ナースステーションの近くの部屋にずっと

留め置かれていた。あくまで、個人的な推測であ

るが、お見舞いに行く際には、ナースステーショ

ンからどれぐらい離れた部屋にいるかによって、

患者の状況が分かるかもしれない。

手術は成功と聞いていたが、痛みと熱はすぐに

は改善しなかった。その間は、痛み止めを処方し

てもらい、点滴による投薬が続いた。１週間ほど

して徐々に痛みもなくなり熱も出なくなった。た

だし、食事の際にはベッドを起こすのであるが角

度を30度ぐらいにするだけで、腰が痛くてそれ以

上起き上がることはできなかった。

ただし、ゆっくりではあるが快方に向かってい

ることは実感できた。そうなってくると、病院で

のリハビリが始まった。最初は、足を伸ばしたり

マッサージするぐらいのもので、体を慣らすぐら

いのものであった。その段階では、ベッドの角度

を50度ぐらいまでしかできなかった。術後２週間

すぎたあたりで、私に装着されていた尿道カテー

テルを外すことになった。もし、排尿がうまくで

きなければまた装着しますと言われていたので、

なんとかできたときは安堵した。あとは、オムツ

を卒業するために、個室内のトイレまで歩行器で

動けるようになることが目標になる。なお、この

目標は、すぐにクリアできた。



Vol. 99

− 24 −

＜リハビリ転院＞

この頃になると新型コロナ感染症が拡大してお

り、N医療センターでは新型コロナ対応のため、

私のような緊急性のない入院患者の受け入れは難

しい状況となっていたと思われる。そのため、急

かされるように他の病院に転院することとなっ

た。そして、当初入院したＴ中央病院に再転院す

ることとなった。ここで、日常生活ができるよう

になるまで、リハビリをして過ごすこととなっ

た。毎日のリハビリの中で、最初は歩行器を使っ

ていたものが、自力で歩行するようになり、階段

の上り下りの練習も加わり、退院への道筋が見え

てきた。そうすると、リハビリにも意欲がでてき

た。

＜正岡子規の言葉・辞世の句＞

「悟りという事は、いかなる場合にも平気で死

ぬ事かと思っていたのは間違いで、悟りというこ

とは如何なる場合にも平気で生きている事であっ

た」（６月２日第21回）と子規はいう。普通、人

は死というものが恐怖なので、それが平気になる

ということが悟りに繋がると思うのであるが、子

規にとっては、悟りはその逆ということになる。

回復の望みのない中にあって、ひたすら苦痛を受

けつづけるほど苦しいことはない。むしろ死ぬこ

とのほうがどれほど楽かと思ったであろう。事

実、「もし、死ぬることができればそれはなによ

りも望むところである。（中略）誰かこの苦を助

けてくれるものはあるまいか、誰かこの苦を助け

てくれるものはあるまいか、」（６月20日第39回）

とも述べている。ただ、子規によって、悟りとい

う言葉がより高い次元で認識できるようになった

と私は思う。もっと言えば、武士の時代の価値観

というものを否定し、明治という時代にふさわし

い価値観をこの言葉で示したようにさえ思う。さ

らに、子規は、「病気の境涯に処しては、病気を

楽しむということにならなければ生きていても何

の面白みもない」（7月26日第７5回）とまで言っ

てのけるのである。私には、到底その境地に至る

ことはできない。病床六尺の最後の句は、「俳病

の夢みるならんほととぎす拷問などに誰がかけた

か」（９月1７日第12７回）で終わる。（注4）

そして、この２日後の９月19日に子規は、絶命

する。しかし、その間に次の三句を詠んでいる。

（絶筆三句）

１　糸瓜咲て痰のつまりし仏かな

２　痰一斗糸瓜の水も間にあはず

３　をととひのへちまの水も取らざりき（注５）

まさに、壮絶な死というほかない。しかし、子

規はユーモアをもって、自分の死に向かう様を句

に詠むのである。それによって、命が強烈に輝く

のである。病苦の絶望の中で、前向きに、これほ

ど命を輝かせて生ききった人間を知らない。私と

いえば、病苦に苦しんだ約２週間の間に、１句も

思い浮かぶことはなかった。頭の中で考えていた

のは、病気が治ったら尊厳死宣言公正証書を作成

しておこうと思ったぐらいである。

＜終わりに＞

約１か月のリハビリを終えて、ようやく退院す

ることができた。今でも、左足の痺れは残ったま

まであるが日常生活を送るには問題がない。城南

支部のソフトボールにも、戦力になっているかど

うかわからないが参加はできている。

振り返ってみると、私の闘病生活は、新型コロ

ナ感染症の拡大の中、薄氷の出来事がつづいてい

たように思う。もし、発症があと10日ほど遅かっ

たら果たしてすんなりと入院できていたであろう

か。手術についても、最初から尿道カテーテルを

装着されていたら排尿障害の事実を見過ごすこと

になったのではと思う。そうすると神経の麻痺が

進み、下肢に麻痺が残ったかもしれない。手術

も、あと１週間遅かったら受け入れ先の病院が見

つからなかったかもしれない。事実、最初に転院

を打診した病院には、受け入れを断られたと聞い

た。そう考えると、人の生死の分かれ目も見えざ

る意思がはたらいているのかもしれない。あらた

めて、生かされている自分というものを思う。

人間である以上必ず死というものがやってく

る。今回の闘病生活を経て、子規のように命を輝

かせることのできる人生であればと、思った次第

である。もっとも、苦痛は勘弁願いたいが…。
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注１　脊椎カリエスは、結核菌の感染により細菌

が血流によって脊椎に運ばれ化膿して発症

する病気である。脊髄の周囲に膿がたまる

ことで神経が圧迫され、下肢の麻痺が起こ

る。

注２　正岡子規の本名は、正岡常規（つねのり）

といい、子規はホトトギスを意味する。ホ

トトギスは、口の中が赤く、結核に侵され

血を吐く姿をホトトギスに例えたといわれ

る。

注３　パンオセーグルという店である。（ハード系

のパン屋さん）

注4　肺病と俳病をかけ、ほとどぎす（子規）は

「てっぺんかけたか」と鳴くので、これもそ

の鳴く声をかけて、句にしている。洒落に

しているのである。

注５　現代では、吸引機などで痰を除去するが、

子規の生きた時代は、糸瓜（へちま）の水

が痰をきるのに使われていた。子規は自力

で痰を除去できない状態であったことがう

かがえる。その状況でも、句を詠んだので

あり、その精神力は凄まじいというほかな

い。
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平成30年に「民法及び家事事件手続法の一部を

改正する法律」と「法務局における遺言書の保管

等に関する法律」が成立したことに伴い、民法

（相続法）が改正され、平成31年から段階的に施

行を迎えることとなった。

令和２年7月10日に自筆証書遺言の保管制度が

施行され、当会においても、相続実務の専門家と

して新たに開始した自筆証書遺言書保管制度の利

用を必要とする市民の皆様の期待に応えるべく、

京都地方法務局と合同で「京都地方法務局・京都

司法書士会　相続・遺言相談センター」を、京都

地方法務局及び京都地方法務局宇治支局の二箇所

に設置し、令和２年８月３日から運用を開始し

た。

新たに稼働した相続・遺言相談センターの広報

はもちろん、民法（相続法）改正は、市民生活に

大きな影響をもたらす改正が多く含まれているた

め、本来であれば市民の皆様に向けたセミナーな

どを開催し制度広報や啓発活動を積極的に行わな

ければならないのだが、時はコロナ禍のまっただ

中で、感染症拡大防止の観点から多くの人を集め

るイベントの開催は自粛を求められており、どの

ように広報活動などを展開していくのか非常に悩

ましい状況にあった。

そんな中、相続・遺言相談センターの運用や広

報につき、京都地方法務局と当会企画部、広報部

が協議をする機会があり、相続に関するイブニン

グ講演会・相談会を京都公証人会を含めた３者共

同で実施しようという案が浮上した。

法務局、公証人会、司法書士会という組み合わ

せは、市民目線で見ると、相続登記、遺言公正証

書の作成、自筆証書遺言保管制度やその他相続法

制につき、各分野のエキスパートの話を聞き直接

相続に関するイブニング講演会・
相談会実施報告

広報部長　洛西支部 岩　城　寿　英

会　員　寄　稿

相談することができるまたとない機会となり、企

画として大変有意義であるとのことから実施をす

ることに決定した。

とはいえ、新型コロナウイルス感染症の感染状

況は予断を許さない状況にあったため、安全に実

施するための方策につき綿密に協議を行った結

果、以下を前提とした形式で実施することとなっ

た。

・京都府下において緊急事態宣言が発出されて

いる場合やまん延防止等重点措置の実施が要

請されている場合は中止とする。講演会が実

施可能な場合でも、相談会については無理を

して開催をせず、より慎重に開催の可否を判

断する。

・会場は京都地方法務局が提供し、予約の受付

及び当日の案内なども法務局職員が行う。

・参加については事前予約制とし、参加人数の

上限を30名とする。

・参加可能人数が少人数であること及び仮に新

型コロナウイルスの感染拡大により当日参加

者を迎え入れて講演会を開催することができ

なくても、動画の収録を行いインターネット

で配信することにより、企画自体は成立し広

報も無駄にならないため、講演会については

インターネット（ＹｏｕＴｕｂｅ）での動画

配信を活用する。

・その他については政府や自治体の感染拡大予

防ガイドラインにしたがう。

以上を踏まえ準備を進め、開催日である令和２

年11月13日（金）を迎えた。幸いなことに新型コ

ロナウイルスの感染状況は落ち着いており、当初

の予定通り参加者を迎え入れて下記の通り開催す

ることができた。
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【第１回　相続に関するイブニング講演会・相談会】

開催日：令和２年11月13日（金）

内　容：講演会１　午後4時から午後4時50分

　　　　「終活（遺言・任意後見・死後事務委

任契約等）について」

　　　　　講演　京都公証人会　

天野　和生 公証人

　　　　　進行　当会 上田　具美子 会員

　　　　講演会２　午後５時から午後５時50分

　　　　「自筆証書遺言作成のポイント」

　　　　　講演　当会 福田　秀樹 会員

　　　　　　　　当会 上野　剛史 会員

　　　　相談会　午後６時から午後８時

　　　　　予約枠30枠

　　　　　担当　公証人会２名、司法書士会６

名、法務局２名

　　　　　　公正証書の作成関係は公証人、登

記などの手続案内は法務局、その

他を司法書士が担当

アンケート結果

　参加者数：総参加者数４0名

　　　　　　講演会１　28名（定員30名）

　　　　　　講演会２　2７名（定員30名）

　　　　　　相談会　　19枠23名（定員30枠30名）

　年 齢 層：50代　　　　　　　　18.5％

　　　　　　60代　　　　　　　　４0.７％

　　　　　　７0代　　　　　　　　４0.７％

　満 足 度：満足　　　　　　　　４8.1％

　　　　　　やや満足　　　　　　４４.４％

　　　　　　どちらとも　　　　　 3.７％

　　　　　　やや不満　　　　　　 3.７％

知ったきっかけ：チラシ・ポスター等　51.9％

新聞　　　　　　　　４0.７％

知人から　　　　　　 ７.４％

当日は、感染状況が比較的落ち着いていたこと

もあり、多くの参加者にご参加いただき、またご

登壇いただいた先生方も、YouTubeで動画を配信

することを踏まえ、二名が登壇し掛け合いのよう

な形式で講義を進行するという新たな試みにも挑

戦していただいたことから、ご参加いただいた方

にも大変好評であった。また、運営等においても

京都地方法務局の職員の皆様のご協力により講演

会・相談会ともに安心安全にスムーズに進行する

ことができ、成功裏にイベントを終えることがで

きた。

イベントの開催を通じて、近年、空き家・所有

者不明土地問題や長期相続登記未了問題が社会問

題化している中で、相続に対する市民の皆様の関

心がこれまで以上に高まっていることを痛感する

ことができた。

令和３年度においても、所有者不明土地問題の

解消に向けた民法・不動産登記法等一部改正法及

び相続土地国庫帰属法が4月21日成立し4月28日

に公布されたことから、これらの施行に向けた広

報啓発活動が必要なこと及び相続に対する市民の

皆様の関心に引き続き応えるために、コロナ禍が

続く中ではあるが、前年度と同様の形式で下記の

通りイブニング講演会・相談会を開催した。
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【第２回　相続に関するイブニング講演会・相談会】

開催日：令和３年11月12日（金）

内　容：講演会１　午後4時から午後4時４0分

　　　　「終活（任意後見・信託等）について」

　　　　　講演　京都公証人会

天野　和生 公証人

　　　　講演会２　午後4時50分から午後５時50分

　　　　「民法・不動産登記法の改正と相続手

続について」

　　　　　講演　当会 安田　聡碩 会員

　　　　「法務局に遺言書を預けよう！～簡

単・確実・安心おすすめです～」

　　　　　講演　京都地方法務局

庭田　真子 遺言書保管官

　　　　相談会　午後６時から午後８時

　　　　　予約枠30枠

　　　　　担当　公証人会２名、司法書士会６

名、法務局２名

　　　　　　公正証書の作成関係は公証人、登

記などの手続案内は法務局、その

他を司法書士が担当

アンケート結果

　参加者数：総参加者数3４名

　　　　　　講演会１　19名（定員30名）

　　　　　　講演会２　26名（定員30名）

　　　　　　相談会　　20枠21名（定員30枠30名）

　年 齢 層：４0代　　　　　　　　 6.1％

50代　　　　　　　　2４.2％

60代　　　　　　　　４2.４％

７0代　　　　　　　　2７.3％

　満 足 度：

　　講演会１

　　　　　　満足　　　　　　　　38.1％

やや満足　　　　　　28.6％

どちらとも　　　　　23.8％

やや不満　　　　　　 9.5％

　　講演会２

　　　　　　満足　　　　　　　　16.７％

やや満足　　　　　　４5.8％

どちらとも　　　　　25.0％

やや不満　　　　　　12.5％

　　相談会

　　　　　　満足　　　　　　　　４1.７％

やや満足　　　　　　20.8％

どちらとも　　　　　12.5％

知ったきっかけ：チラシ・ポスター等　50.0％

新聞　　　　　　　　25.0％

知人から　　　　　　 5.6％

ホームページ　　　　13.9％

その他　　　　　　　 5.6％

第２回の開催においては、ワクチンの普及が進

み感染状況も落ち着いていたことから、予約の段

階ではほぼ定員に近い申し込みをいただいていた

のだが、当日急遽欠席となられた方が複数名おら

れたことから、第１回と比べて参加者数は減少し

た。それでも、コロナ禍という状況を鑑みれば、

多くの参加者にご参加いただき、相続に対する市

民の皆様の関心は引き続き高い状況にあると感じ
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た。講演についても第２回は第１回のような掛け

合い形式ではなく、通常の講義形式で実施した

が、登壇された先生方において、映像やスライド

などの資料をしっかりとご用意いただいたため、

法改正の中身など比較的難解な内容が含まれてい

たにも関わらず全体的に良い評価をいただけたの

ではないかと思う。

本年司法書士制度は150周年の節目を迎える。

また、来年から民法・不動産登記法等一部改正法

及び相続土地国庫帰属法が順次施行され、中でも

令和６年4月１日にスタートする相続登記の申請

義務化は、われわれ司法書士はもちろん国民生活

にも大きなインパクトを与えるものである。今

後、司法書士制度に対する国民の期待や空き家・

所有者不明土地問題や長期相続登記未了問題が社

会問題化している中で司法書士が果たすべき役割

はより一層大きなものとなることが予想される。

司法書士は国民に身近なくらしの法律家とされ

ている。当会広報部としては、司法書士が国民か

らの期待に応え果たすべき社会的役割をまっとう

できるよう、本稿で紹介した、イブニング講演

会・相談会のような市民の皆様に司法書士制度に

ついて身近に感じていただけるようなイベントの

開催に引き続き取り組むとともに、市民の皆様の

司法書士へのアクセスがより容易になるように、

これまで以上にインターネットを利用した広報に

も積極的に取り組んでいきたいと思う。

☆京都司法書士会公式YouTubeチャンネルのご案内☆

本稿でご紹介した、イブニング講演会・相談会

の講演については、当会公式YouTubeチャンネ

ルにて視聴できます。YouTubeのサイトにアクセ

スいただき「京都司法書士会」と検索いただく

か、下記のＱＲコードを読み込んでいただければ

動画を視聴することができます。また、可能であ

れば是非ともチャンネル登録をしていただけます

ようお願いいたします。



Vol. 99

− 30 −

（純）中国料理　麒麟園
所在地：京都府向日市寺戸町東田中瀬5−5４

TEL：0７5-933-13７0

激辛探検隊がいく！

ショシランガイド

京都司法書士会激辛探検隊　１号・２号・３号

（修行中）が山本会長を招いて、新型コロナ対策

認証店にて万全コロナ対策のもと、激辛体験をい

たしました。

場所は「科捜研の女」や「所さんのお届けモノ

です」でも紹介され、第１回KARA1グランプリ　

ゴールドグランプリ受賞　向日市の「麒麟園」で

す。

激辛料理は１辛～５辛にランク付をされており

ます。

まずは手始めに２辛坦々麺。

スープは真っ赤でいかにも辛そう。胡麻風味が

きいていて、ちぢれ麺によく絡んでいる。

まずはゲストの山本会長、すでに麦酒を中ジョ

ッキ２杯程度召し上がっておられるだけあって、

余裕でクリア。「うまい！！」

２号は前回の来店時に２辛坦々麺で息絶えそう

になり、女将さんが

「これで薄めながら食

しな」と言って白飯

（しろめし）を出して

くれ、事無きを得たと

いうエピソードを披露

した。しかし、「CoCo

壱カレー10辛」を食べ

て鍛えてきた甲斐あっ

て、今回は白飯（しろめし）なしでクリア。

３号は修行中の身だが、「ペヤング獄激辛やき

そば」を食べて、激辛への耐性を取得したと豪語

…、激しくむせながらクリア。

１号は２辛程度の辛さを激辛と呼ばないレベル

なので余裕でクリア。

２皿目は３辛麻婆豆腐

一口目は元々の麻婆ソースの旨味が口に広が

り、一瞬ほっとするが、唐辛子に加え、山椒が大

量に投入されていて、唇や舌へ容赦なく、痺れ攻

撃を連射してくる。

豆腐が適度に硬く、しかも滑らか。ピリピリ痺

れも刺激的な素晴らしい逸品。

３皿目は３辛小海老チリソース

大海老と小海老の２種があったが、小海老の方

がよりチリソースの辛味が強いと予想して、小海

老を選択。チリソースは辛辣に辛い！　が適度に

玉ねぎの甘さもある。小海老ということなので、

甘エビ程度の小さなエビが入っていると思いき

や、親指大の立派な海老が８匹も入っている。お

トクだ。

4皿目は4辛坦々五目麺

いよいよ4辛だ。坦々麺より白菜や人参、タケ
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ノコ等五目麺定番の野

菜が入っているため、

優しい味であろうと予

想してオーダー。店員

さんの口角が微かに上

がり、暗に「お気の毒

に」という表情で「4

辛坦々五目麺１つ」と

発した。悪い予感は的

中。優しい味という予想は大幅にはずれ、激辛の

坦々ソースを野菜が吸収して、優しいどころか荒

れ狂っている！　後味で襲ってくる辛味は尋常で

はない。

最終皿５辛坦々麺

遂にきたこの一皿。ここまできてこれを食さず

に帰るわけにはいかない！

２号が「５辛を頼んだら、激辛商店街のゆるキ

ャラ「からっキー」が持ってきてくれる」なんて

言い出すから、調子に乗ってオーダーしちゃいま

した。２号の情報は残念ながら期限切れ、「から

っキー」は来ませんでした。

やってきた皿はまさに俗にいうラスボス。箸で

摘んだだけで、ねっとりと麺に絡みついた坦々ソ

ースが濃い！　口に入れると、ソースが纏ってい

る香りが気管に入り肺に攻撃を仕掛けてくる。濃

厚ソースに溶けきれない唐辛子の粒が扁桃腺のあ

たりに張り付いて、むせそうになる。むせたら最

後、目から涙が溢れ、鼻水も止まらなくなるに違

いない。扁桃腺あたりに張り付いた唐辛子を気合

で引っ剥がし、なんとか嚥下するに至った。元々

のソースの旨味があるので、美味しいと瞬間感じ

るが、次の瞬間、口の中で火事が勃発。火事はど

んどん体の中を進んで、食道やみぞおちあたりま

で熱く燃え上がる。なんとも崇高な一皿でした。

会長をはじめとして、１号から３号の「５辛

担々麺挑戦動画」はYouTubeで公開しております。

最後に　激辛料理を食べた後は手を洗ってから

自分の顔やカラダを触りましょう。

手に唐辛子の粉が付着した手で目を触ると目が

燃えます。粘膜に付着すると長引くので要注意で

す。

【激辛探検隊　５辛担々麺挑戦動画】

下記URLまたはQRコードからご視聴下さい。

会報vol.99 激辛企画　隊員１号　上田具美子 会員

https://youtu.be/FcoTFcA_Xyg

会報vol.99 激辛企画　隊員２号　酒 井 立 子 会員

https://youtu.be/Qi_L41SKfzs

会報vol.99 激辛企画　隊員３号　中 辻 哲 郎 会員

https://youtu.be/nJax-Lgynoc

会報vol.99 激辛企画　Big Boss　山 本 拓 生 会長

https://youtu.be/75yLNIzGcyU
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𠮷　田　哲　哉
事務所所在地　洛西支部
京都府向日市上植野町南開5４番

地の１（京都コンサルタント司

法事務所）

宮　野　純　樹
事務所所在地　洛南支部
京都市下京区烏丸通四条下ル水

銀屋町628番地１　フクヤビル８

階東室

岡　島　秀　幸
事務所所在地　洛央支部
京都市中京区烏丸通夷川上る少

将井町222番地　シカタオンズビ

ルディング301号（ひかり司法書

士法人）

井　木　　　博
事務所所在地　園部支部
京都府亀岡市古世町西向林28番

地２

1264

1266

1268

1269

新入会員紹介

河　本　エツ子
事務所所在地　洛西支部
京都市西京区山田四ノ坪町１番

地６（田尻司法書士事務所）

①大学時代から社会福祉畑を歩

いてきていましたので、成年

後見の仕事がしたいと思い、司法書士を目指し

ました。

②身近な法律家として頼りにしてもらえる司法書

士になれたらいうことありません。

③誠実でありたい。

④とにかく年を取ってから司法書士になりました

ので、それを弱みではなく強みに出来たらいい

のですが…。

石　田　健　治
事務所所在地　洛央支部
京都市中京区高倉通二条上る天

守町７４9番地２　シープ18 201号

室

髙　橋　誠　治
事務所所在地　洛南支部
京都市下京区仏光寺通烏丸東入

上柳町331番地　タカノハスクエ

ア4階

1270

1271

1273

①司法書士になったきっかけ　②自身の描く司法書士未来像　③座右の銘　④一言コメントアンケート
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八　木　尚　希
事務所所在地　園部支部
京都府亀岡市曽我部町穴太達原

８番地

遠　藤　茂三郎
事務所所在地　洛北支部
京都市上京区下長者町通室町下

る近衛町４0番地２　建都ビル２

階（司法書士法人古都総合事務

所）

山　口　佳　信
事務所所在地　洛西支部
京都市西京区御陵北山町15番地

石　井　　　満
事務所所在地　洛央支部
京都市中京区東洞院通夷川上る

三本木五丁目501番地２（杠司法

書士法人）

松　浪　雅　寛
事務所所在地　城南支部
京都府宇治市小倉町山際３番地

１

令和元年に宇治市で事務所を

開設しました平成29年度合格の

松浪と申します。

岐阜県で生まれ、就職で初めて京都府に住むこ

とになりました。以来４0年以上、人生を一生懸命

1274

1275

1276

1278

1280

に走り続けてきたような感じがしています。「過

去も未来もない、あるのは生きている今のみ」を

実感しているこの頃です。

就職先は、「安定職だが給料が高くない」と言

われる地方公務員の京都府職員を選びました。開

発部局や農林水産部局、企画政策部局、建設部局

等10か所以上の職場を経験しました。勤務先であ

る府庁の近くには京都御苑(御所)があり、辛いと

きには通勤時や退勤時に、この御所で癒しの時間

を過ごしていたのが思い出されます。玉砂利の踏

み音、梅や桜の開花、鳥のさえずりなどが安らぎ

でした。

この公務員時代に出会ったのが、「登記」です。

仕事で工場用地や住宅用地を売ったり、道路用地

を買ったりした後に登記業務を経験していまし

た。

①きっかけとしては、この「登記」業務の経験が

あると思います。定年退職が近づいてくると、

どうしても定年後の生き方を考えさせられま

す。公務員にも定年後のOB職があり、OB職に

就いて定年後を過ごすのか、それとも公務員と

は違う職種をえらぶのか、違う場合を選択する

場合に何が自分にできるのかを考えました。そ

こで、安定職の公務員ではなく、組織的な制約

のない個人の裁量で仕事ができる「士業」に魅

力を感じる自分に気づきました。不安定でも自

分のやり残しのない人生として、定年後の自分

の満足する居場所を確保したかったのだと思い

ます。士業としては、仕事の関連で、すでに宅

地建物取引士、マンション管理士、管理業務主

任者、行政書士の各試験には合格しており、い

まさら司法試験は能力はもちろんのこと年齢的

にも無理だと思い、それならば、「昔取った杵

柄」ではないですが、司法書士受験を考えまし

た。

　思い立ったのはよいのですがなかなか合格で

きませんでした。定年後、OB職をしながら受

験勉強をしていましたが、これでは駄目だと思

い２年間のOB職を退職して、受験勉強に専念

することにし、やっと２年後に合格することが

できました。
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②、③独立開業してから３年目に入っておりま

す。「未来像」や「座右の銘」と言われても、

特に確たるものはありません。強いて上げれば

「今を精一杯生き抜く」ことに尽きるのかなぁ

と思います。正直、「定年後の居場所ができて

よかった。」と安堵の思いがあります。また、

司法書士という資格を通じての仕事にそこそこ

の満足感を感じています。司法書士としての力

量は当然ながら未熟ですが、未熟であっても、

学ぶ尊さと顧客に喜んでいただける魅力的な仕

事に十分満足をしています。定年後に司法書士

の選択をしてよかったと思っています。

④最後に、長年連れ添っている家内からは、「あ

なたは自分だけの人生を考えている。」とよく

言われています。確かに自分勝手の人生なのか

もしれません。私自身の今後の大きな課題だと

思っています。司法書士としての若輩者です

が、今後ともよろしくご指導をお願い申し上げ

ます。

松　浦　順　哉
事務所所在地　丹後支部
京都府京丹後市網野町網野105４

番地の31

依頼者に安心感を与えられる

大らかな司法書士になれるよ

う、自己研鑽に努めていきたいです。ご指導ご鞭

撻のほどよろしくお願いいたします。

奥　本　孝　子
事務所所在地　洛西支部
京都府長岡京市一文橋一丁目12

番６号

大阪での法人勤務を経て、平

成31年京都に登録させて頂きま

した。

諸先輩方の尽力への感謝を忘れることなく、

AIに負けない司法書士を夢見て頑張ります。

御指導ご鞭撻のほどお願い申し上げます。

1281

1283

中　谷　雅　彦
事務所所在地　洛央支部
京都市中京区柳馬場通御池下る

柳八幡町65番地

山　中　友　紀
事務所所在地　洛西支部
京都市右京区嵯峨釈迦堂門前瀬

戸川町4番地10−503

三　浦　かすみ
事務所所在地　洛央支部
京都市中京区烏丸通三条上る場

之町592番地　メディナ烏丸御池

３Ｆ（JFD司法書士法人）

山　本　靖　樹
事務所所在地　洛北支部
京都市北区鞍馬口通烏丸東入上

御霊上江町2４6番地（貞宗司法書

士事務所）

加　藤　峻　也
事務所所在地　城南支部
京都府宇治市五ヶ庄平野12番地

の30

1284

1287

1289

1293

1295
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速　水　具　益
事務所所在地　洛北支部
京都市上京区桝形通寺町東入上

る三栄町58番地

田　中　泰　臣
事務所所在地　洛央支部
京都市山科区上花山花ノ岡町３

番地９

櫻　田　一　機
事務所所在地　城南支部
京都府宇治市槇島町本屋敷159番

地の1４

埼玉会より縁あって京都会へ

と移住して参りました。京都ど

ころか関西初心者ではありますが、京都を中心に

西日本を楽しんでおります。司法書士業務に併せ

て、京都・関西の美味しい物情報や遊び処情報も

教えて頂ければ幸いです。宜しくお願い致します。

小　関　琢　郎
事務所所在地　洛北支部
京都市上京区寺町通今出川上る

鶴山町３番地（司法書士法人葵

橋事務所）

①父の実家を売却する際に手続

きして頂いた左京の先生のお仕事ぶりを見て、

自分もこうなりたいと思いました。

②最終的には独立して、上記の左京の先生のよう

に永く事務所を運営できるようになりたいで

す。近い未来では、私の友人達がマイホームを

購入する時期に来ています。その際に、登記手

続きに携われたらいいなと思ってます。

1296

1297

1298

1299

③少し考えたのですが…無いです。

④皆様よろしくお願い致します。

小　西　正　廣
事務所所在地　洛央支部
京都市中京区堺町通竹屋町上る

橘町81番地

島　谷　俊　美
事務所所在地　洛北支部
京都市左京区浄土寺上馬場町96

番地１

宮　脇　乃里子
事務所所在地　洛西支部
京都府長岡京市開田三丁目３番

10号

ご無沙汰しております、宮脇

（旧姓 山下）です。

はじめましての皆様は、はじめまして。

京都から引っ越し、思いがけず10年東京におり

ましたが、夫の仕事の都合でこの度戻って参りま

した。育児中のためなかなか仕事以外で気軽に出

歩けず、またコロナ禍ということもあって、懐か

しいお顔にはなかなかお目にかかれておりません

が、改めて、よろしくお願いいたします。月に１

回は東京出張もしておりますので、都内で何かご

ざいましたら、お気軽にご連絡ください。京都の

ことは、忘れてしまっていたり戸惑うことも多々

ありますので、皆様、優しく教えていただけます

と幸いです。

1300

1301

1302
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林　　　一　郎
事務所所在地　城南支部
京都府八幡市西山丸尾13番地２

代　次　孝　美
事務所所在地　城南支部
京都府木津川市城山台七丁目35

番地８（司法書士よつぎ総合法

務事務所）

平成29年度合格者です。合格

後は、奈良司法書士会に所属していましたが、令

和３年１月に京都司法書士会に入会しました。

座右の銘は、「何事も始めるのに遅すぎること

はない」です。

本来はとても人見知りですが、依頼者の話をし

っかりと聞き、依頼者に寄り添うことができる司

法書士を目指しています。まだまだ分からないこ

とが多く、諸先輩方にお世話になることが多いこ

とと 思いますが、ご指導のほどよろしくお願い

申し上げます。

伊　藤　泰　三
事務所所在地　洛央支部
京都市中京区西ノ京東中合町56

番地　パレット御池201号（西大

路司法書士法人）

津　田　佳　代
事務所所在地　洛西支部
京都市西京区桂下豆田町21番地

15　haru 202号

はじめまして。

1303

1304

1305

1306

大阪会から入会しました津田と申します。よろ

しくお願いします。

コロナ禍で未就学児二人を抱えての開業で日々

てんてこまいです。

周りに助けられながら、なんとか開業１年を迎

えます。

どこかでお見掛けされましたら、お気軽にお声

かけ下さい。

今後ともご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いい

たします。

三　枝　正　典
事務所所在地　洛央支部
京都市中京区東洞院通夷川上る

三本木五丁目501番地２（杠司法

書士法人）

昨年、兵庫会から登録替えに

より入会いたしました。

京都で働くようになり、日々新たな発見を楽し

みながら過ごしています。

京都の皆様のお役に立てるよう精進して参りま

すので、ご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いいた

します。

高　橋　佳　寿
事務所所在地　洛央支部
京都市中京区烏丸通三条上る場

之町592番地　メディナ烏丸御池

３Ｆ（JFD司法書士法人）

大久保　貴　史
事務所所在地　洛南支部
京都市南区東九条北烏丸町15番

地　ドウェル東寺道４01号

令和３年３月に京都会に入会

しました大久保貴史と申します。平成13年の司法

1307

1308

1309
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書士試験に合格しました。大阪にて３年ほど個人

事務所を運営し、妻の転勤に伴い大分県に移りま

した。温泉で有名な別府市にて、地元の司法書士

の方と合同事務所を運営しておりました。

再び、妻の転勤に伴い関西に戻ってきました。

こちらでは主夫をしながら、京都大学法科大学院

にて３年間ほど修業しておりました。もっとも家

のことは妻がほぼ主導権を持っていますので、主

夫ではなく従夫と言った方が適切かもしれません

（笑）。

令和4年１月に民事信託士の資格を取得し、新

たな気持ちで司法書士業務を再開いたしました。

どうぞよろしくお願いします。

疋　田　　　純
事務所所在地　洛央支部
京都市中京区烏丸通錦小路上ル

手洗水町659番地　烏丸中央ビル

山　中　大　樹
事務所所在地　洛央支部
京都市中京区烏丸通六角下ル七

観音町623番地　第11長谷ビル５

Ｆ（司法書士法人Ｆ＆Partners）

山　下　富美夫
事務所所在地　洛央支部
京都市中京区烏丸通六角下る七

観音町623番地（司法書士法人Ｆ

＆Partners）

1310

1313

1315

内　藤　博　之
事務所所在地　洛北支部
京都市左京区下鴨岸本町6４番地

宮　﨑　洋　介
事務所所在地　洛北支部
京都市上京区新町通丸太町上る

春帯町351番地１　KIビル５階

（司法書士法人しもいち事務所）

松　本　尚　久
事務所所在地　洛西支部
京都府長岡京市長岡一丁目1４番

３号　Felix長岡３Ｆ

初めまして、松本尚久と申し

ます。

地域社会に必要とされる存在であり続けられる

よう、初心を忘れず日々研鑽してまいります。

ご指導ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上げます。

東　田　京　美
事務所所在地　洛西支部
京都市右京区西京極西衣手町15

番地２

昨年秋に京都司法書士会に入

会させていただきました。

知人に勧められてなんとなく流れで勉強をはじ

めたのが、きっかけです。勉強を始めて一年ぐら

い経ったあとで、「あ、わたし大変かも…」と気

づきました。なんとか試験にも合格し、登録まで

たどり着きました。まだ自身の司法書士未来像は

ぼやっとも浮かんでこないのですが、嘉納治五郎

先生の『精力善用・自他共栄』を胸に、すみっこ

のほうで少しずつ進んでいきたいと思っておりま

1316

1317

1319

1320
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す。どうぞ宜しくお願い致します。

神　田　隆　介
事務所所在地　洛南支部
京都市下京区塩小路通烏丸西入

東塩小路町61４番地　新京都セン

タービル５階

皆様はじめまして。この度京

都司法書士会に入会させていただきました神田隆

介と申します。私は司法書士資格取得後、7年間

兵庫県内の事務所にて業務に携わり、昨年の10

月、現在の事務所への入所に伴い、京都司法書士

会に入会させていただきました。

趣味は競馬（京都競馬場のリニューアルオープ

ンを楽しみにしています。）とスーパー銭湯巡り

です。

まだまだ未熟な私ですが、少しでも多くの依頼

者の方の力になれるよう、何事も楽しみながら、

ポジティブに取り組んでいきたいと思っておりま

す。

今後ともご指導ご鞭撻のほど、よろしくお願い

いたします。

1321



Vol. 99

− 39 −

原稿の執筆に快くご協力いただきました会員の皆様、そして広報部員の皆様に心より感謝申し上げます。

前号の会報の編集後記で「次号の会報の編集後記では、コロナが無事収束したということを記事にでき

たら良いなと心から思います。」と書かせていただいたのですが今号でそれは叶いませんでした。また、

今年に入りウクライナでは戦争が勃発しました。

次号は記念すべき100号ですので、編集後記で世界が平和な日常を取り戻せたことを記事にできればと

切に願います。 岩　城　寿　英

ありがとうございました。次回は100号です。お楽しみに。 德　田　康　敏

大好きな激辛料理企画を無理矢理編集長に許可いただきました。

初めての動画編集挑戦は難産の末、歪ではありますが形に出来ました。

ご協力いただいた会長以下、お二方ありがとうございました。 上　田　具美子

部長をはじめ、委員の皆様の働きのおかげで、ほぼ幽霊で過ごさせていただけました。わずかばかりの

原稿チェックの仕事も、老眼と活字苦手症候群のせいでままならず…（幽霊部員Ａ） 浅　井　　　健

５年近く会報専属で、さすがに出がらしになったと思いきや今期も会報を担当しました。腐れ縁かもし

れません。バリバリ最前線の時は皆に「早く出せ！」と言ってたのに、今じゃ…。部長、すんまへん。

松　本　　　尚

会報を読み返して思うのが、まじめな原稿も過去を振り返った思い出話も探検隊も、その話の向こうに

司法書士の皆さんの日常が感じられるということです。

広報部に在籍して、早６年が経ってしまいました。その間、当たり前の日常が変化しました。戦争が始

まってしまった国もあります。「生きてるだけで、ラッキー」まさにその通りかもしれません。

仕事の合間に会報を読んで一息入れたり、ふふっと笑ってしまう。数年後もそんな日常があってほしい

なと切に願います。（幽霊部員Ｙ） 矢　田　明日香

会報のチェックをさせていただきました。今後は、デザインなども広報部でお力添えできる機会があれ

ば是非！ 吉　田　友　祥

編　集　後　記

広報部部長

広報部副部長

主 事

同

主 事

同

同

岩　城　寿　英

德　田　康　敏

上　田　具美子

浅　井　　　健

松　本　　　尚

矢　田　明日香

吉　田　友　祥

広報部名簿
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